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自洋絵法人 東林問自治会

会 長  古 木 昇
環境部長 吉原 幹生

初秋の候、会員の冒調叫勧れましては し動がお過ごしでしょう力ゝ

10月のクリーンデーは13日 第2日曜日)鋪19:00から~et
区長・班長・会員の皆様のご協力よろしくお願い致します。

(雨天魏癬ユ場鶉 日曜日に延期となりまサ功ヽ 10月ヤ測也X行事と重なっ0ヽるため中止になりま`す。)

クリーンデ■集合場所と

*_L篠 1管詔殿麹重ン也とzk違叡:各

(蟻鋼]8→

*東本格■1ンあいの森

∈餞調 8‐
")

*第 4`ヽ重|

0こ本柘詞4‐41)

*三角公園

鰊林間 5‐7)

*第 3公園
(東林間 3‐ 13)

*林間公園と緑道
(東林間 1‐22)

*松蔭公園
(東林間 1‐ 5)

*第 2公園と水道路

(東林間 2■ 1)

*第 5公園
(東林間 3-17)

東 1区、東2区、東3区、東4区、東5区、東6区 東11区 東14区

東15区、東16区、東17区束18区、東19区、東20-1区、
"-2区
の方

G旦当役員 :柳尺 藤京、本眠板台

東7区、東8区、東9区、東10区、東 12‐ 1区、東 12‐2区東13区の方

0旦当役婆曇白石
‐
、金行代、;むr∋

西1区、西2区、西3区、西4-1、 西4‐2区、西11区 西12区

西15区 西31区 南2区 南3‐ 1、 3‐2、 3‐3区の方
C旦当役員 :酒井、宇都べ 松同

南1区、南7区、南8区、南9区、南10区、南11区、南12区

南13区、南14区、南15区、南16区、南17区の方

C旦当役員:鵬象 冨家、佐藤員 雨菖、「材寸、木ω

西 5‐ 1、 5‐ 2区、西 6‐ 1、 6…2区、西 7区、西 9区、西 10区
南 4区、南 5区、南 6区の方  (担当役員 :師臥 浅田、林、斎酌

西 18区、西 19区、西 20区、西 21区、西 28区、西 29区
西 30区の方    (担 当役員:松井、LL木 川崎)

西 13‐ 1、  13‐ 2貶亙̂、  フ5｀ 14貶豆、 西 16区、 西 17‐ 1、  17‐ 2、  17-3区
北 1区、北 2区、北 3区、北 4区、北 5区、北 6区、北 7区
東 21区の方    (担 当役員 :宮崎、阿部、上木原 )
西 22区、

~西
23区、西 24区、西 25‐ 1、 25-2区、西 26区

西 27区の方    (担 当役員 :吉原、萩原、杉山、福田)

*11月 のクリーンデーは 3日 です。
この内容はホームページでもご覧いただけます。

西 8区
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役員の募集鍾心〔
自治会役員になりませんか

自薦、他薦を問いません

事務所までこ連絡ください

■■■

「東林間自治会ホームベージ」 http://www.higashirinkan,org/
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元
霞
〓
く

長
か

っ
た
梅
雨
空
よ
、
さ
よ
う
な
ら
。
汗
だ
く

が
い
い
。
今
年
も
阿
波
踊
り
の
季
節
が
訪
れ
ま
し

た
。
東
林
間
サ

マ
ー
わ
ぁ
―
ニ
バ
ル
が
晴
天
の
８

月
３
日

（土
）
～
４
日

（日
）
、
東
林
間
駅
前
大

通
り
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地
元

６
連

の
皆
さ
ん
は
日
夜
練
習

に
励
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
遠
く
か
ら
参
加
さ
れ
た
友
好
連

は
２
日
間
で
延

べ
３５
連
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
上
鶴

間
中
学
校
３
年
生
は
、
今
年
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
夏
の
祭
典
に
大
活
躍
。

（詳
細
は
６
面
に
）

地
元

の
連
名

。設
立
年
次
は
、
次

の
よ
う
で
す
。

東
林
間
連

。
平
成
５
年
、
ほ
た
る
連

。
伍
楽
連

・

平
成
１２
年
、
阿
吠
連
。平
成
１４
年
、
ひ
よ
り
連
・

平
成
２１
年
、
壱
粋

。
平
成
２８
年

地
元

。
ほ
た
る
連

の
連
長
永

田
久
哉

さ
ん
は

「大
人

の
踊
子
さ
ん
が
年
々
減

っ
て
い
る
中

で
、

今
年

は
多
く

の
子
ど
も
達
が
連
に
加
わ

っ
て
く

れ
ま
し
た
。
近
い
将
来
が
楽
し
み
で
す
。
ほ
た
る

連
の
特
徴
は
、
阿
波
踊
り
を
通
し
て
皆
さ
ん
に
元

気
に
な

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
言
え

ば
、
ほ
た
る
連
は
東
林
間
シ
エ
ア
ク
ラ
ブ

ヘ
２０
年

程
慰
間
に
訪
れ
、
お
年
寄
り
に
喜
ば

れ

て
い
ま

す
。
さ
ら
に
今
年
は
北
里
大
学
病
院
東
棟
に
入
院

し
て
い
る
重
度

の
障
害
者

の
方
と
阿
波
踊
り
を

通
し
元
気
を
分
け
合
い
ま
し
た
」
と
活
動
を
振
り

返
り
、
総
括
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら

の
地
元
連

の
他
に
寝

た
き
り
に
な
ら

連

・
み
ほ
の
連
、
に
わ
か
連
の
参
加
も
あ
り
、
地

域
あ
げ

て
の
盛
大
な
夏
の
祭
典
で
し
た
。
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令和元年 9月 6日 東りんかん ふれあいだより (2)

奪:

東
林
間
自
治
会
は
、
行
事
参
加
の
停
滞

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
昨
年
の

防
災
訓
練
の
参
加
率
は
日
曜
日
に
も
関
わ

ら
ず
３
・２
％
で
し
た
。

◆
自
治
会
活
動
っ
て
ナ
ニ
？

自
治
会
は
防
災
訓
練
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
ゴ
ミ
集
積
場
所
の
自
主
管
理
、
小
規

模
公
園
の
清
掃
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
健

康
講
話
、
野
球
大
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ハ

イ
キ
ン
グ
、
焼
き
い
も
大
会
、
三
世
代
交

流
う
ど
ん
作
り
な
ど
の
諸
行
事
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

◆
参
加
停
滞
の
要
因

近
所
の
方
か
ら
自
治
会
加
入
を
勧
め
ら

れ

「ご
近
所
づ
き
あ
い
」
か
ら
加
入
す
る

方
が
多
い
。
会
員
に
な
る
と
回
覧
板
に
よ

る
地
域
情
報
の
入
手
や
ゴ
ミ
集
積
場
所

へ

気
兼
ね
な
く
ゴ
ミ
出
し
で
き
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
班

長
、
区
長
の
役
も
回
っ
て
き
ま
す
。
区
長

に
な
れ
ば
、
区
長
会

へ
の
出
席
、
自
治
会

行
事
の
参
加
な
ど
で
貴
重
な
限
ら
れ
た
時

間
を
割
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
区
長

会
で
は
比
較
的
若
い
人
の
参
加
が
み
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
防
災
訓
練
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
健
康
講
話
な
ど

の
行
事
で
は

一
部
の
高
齢
者
の
参
加
に
か

た
よ

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
参
加
率
を
低

め
る
主
な
要
因
で
す
。

◆
参
加
率
向
上
の
対
策

①
参
加
意
識
の
高
揚

ま
ず
は
ご
近
所
の
方
と
挨
拶

・
雑
談
を

交
わ
し
、
名
前
を
憶
え
ま
し
ょ
う
。
顔
の

見
え
る
関
係
性
の
構
築
が
住
み
良
い
地
域

づ
く
り
の
基
礎
を
な
し
ま
す
。
地
域
社
会

は
生
き
て
い
る
の
で
す
。

０
公
的
機
能
の
補
完

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
災
訓
練
、
小
規

模
公
園
の
清
掃
、
ゴ
ミ
集
積
場
所
の
管
理

は
、
社
会
性
の
高
い
分
野
で
す
。
こ
れ
は

公
的
機
能
の
補
完
で
す
。
こ
の
や
り
方
次

第
で
家
庭
周
辺
の
環
境
は
変
わ
り
ま
す
。

行
政
は
細
か
な
点
ま
で
手
が
回
り
ま
せ
ん
。

参
加
で
地
域
の
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

０
活
動
方
法

・
内
容
の
見
直
し

参
加
者
数
が
少
な
く
、
し
か
も
特
定
の

人
々
し
か
集
ま
ら
な
い
行
事
は
見
直
し
が

必
要
で
す
。
そ
れ
で
も
改
善
さ
れ
な
け
れ

ば
必
要
性
を
含
め
要
検
討
で
す
。

Ｃ
当
番
制
の
拡
大

防
犯
バ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
区
長
さ
ん
が

当
番
制
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
集
積

場
所
の
掃
除
も
輪
番
で
地
域
住
民
が
担

っ

て
い
ま
す
。
防
災
訓
練
で
は
、　
一
部
の
区

長
さ
ん
が

一
時
避
難
場
所
の
責
任
者
な
ど

を
担

っ
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
要
援
護
者

へ
の
支
援
も
健
常
者
の
参
加
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
社
会
性
が
高
い

も
の
の
参
加
停
滞
の
場
合
、
や
れ
る
範
囲

で
あ

っ
て
も
皆
で
引
き
受
け
、
参
加
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

広
報
部
長
　
日
暮
　
賢
司

自
治
会
主
催
の
ふ
れ
あ
い
交
通
教
室
が

曇
天
の
６
月
８
日

（上
）
、
東
林
間
ふ
れ

あ
い
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ

参
加
者
は
、
南
警
察
署
員
３
名
、
交
通

安
全
協
会
交
通
指
導
員
２
名
、
ヤ
マ
ト
運

輸
職
員
６
名
、
東
少
連
加
入
野
球
チ
ー
ム

な
ど

の
子
ど
も
達

３５
名
、
保
護
者
２３
名
、

そ
し
て
自
治
会
役
員
１５
名
で
し
た
。

ふ
れ
あ
い
交
通
教
室

の
主
な
内
容
は
、

子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
自
転
車
走
行
に

関
す
る
交
通
ル
ー
ル
の
指
導
で
し
た
。
子

ど
も
達
は
、
何
度
も
自
転
車
を
運
転
し
交

通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。

南
警
察
署
の
山
下
警
部
補
か
ら
次
の
自

転
車
事
故
に
多
い
実
例
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
１

¨
相
模
原
市
南
区
は
９
年
連
続
で

自
転
車
交
通
事
故
多
発
地
域
で
す
。
事
故

の
大
半
は
中
高
年
者

の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル

違
反
で
、
子
ど
も
達
、
若
年
層
に
悪
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
茅

ヶ
崎
市
で
発
生
し

た
例
と
し
て
、
大
人
が
横
断
歩
道
橋
を
渡

ら
ず
車
道
を
横
切

っ
て
い
る
の
を
子
ど
も

が
み
て
、
そ
れ
を
マ
ネ
て
車
に
は
ね
ら
れ

死
亡
し
ま
し
た
。

そ
の
２

¨
県
内
に
お
け
る
歩
行
中

の
交
通

事
故
で
死
傷
さ
れ
た
方
の
年
齢
は
７
歳
が

最
も
多
い
。
そ
の
原
因
の
殆
ど
は

″飛
び

出
し
〃
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
の
３

一
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
と
交

通
安
全
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。
自
転
車
運

転
時
に
お
け
る
児
童

。
幼
児
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
は
保
護
者
の
努
力
義
務
で
す
。
子

ど
も
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
も
交
通
事

故
に
合
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
よ
う
。

そ
の
４

一
交
差
点
で
右
折
す
る
と
き
、
交

差
点
の
入
り
口
で
い

っ
た
ん
止
ま
り
、
左

右
を
車
が
来
な
い
か
確
認
し
て
直
進
し
、

右
折
時
に
も
い

っ
た
ん
止
ま
り
左
右
確
認

の
後
、
大
回
り
で
右
折
し
ま
し
よ
う
。

そ
の
５

¨
自
動
車
が
交
差
点
を
左
折
す
る

時
、
自
転
車
に
乗

っ
て
い
る
子
ど
も
が
巻

き

こ
ま
れ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

車

の
運
転
席
か
ら
は
死
角
に
な
る
の
で
、

運
転
者
は
互
い
に
速
度
を
落
と
し
て
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
６

¨
自
転
車
の
運
転
者
が
車
道
を
右

側
通
行

（逆
行
）
し
て
い
ま
し
た
。
正
面

か
ら
自
動
車
が
来
ま
し
た
。
そ
の
車
は
自

転
車
が
い
る
と
分
か
り
、
車
道
の
中
央
部

へ
移
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
続
の
車
は
、

そ
れ
に
気
づ
か
ず
、
正
面
衝
突
し
ま
し
た
。

自
転
車
は
車
道
を
車
と
同
じ
く
左
側
通
行

で
す
。
交
通
ル
ー
ル
違
反
は
死
を
招
き
ま

す
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

交差点で右折するとき、交差点に入る

時と右折する時に停止し、左右確認後、

大きく回りましょう

ふ
れ
あ



(3) 東 りんかん ふれあいだより 令和元年 9月 6日

東
林
地
区
防
災
体
験
デ
ー
が
曇
天
の
６

月
２３
日

（日
）
、
東
林
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
体
験
デ
ー
の
目
的
は
、
大
規
模
な

震
災
が
発
生
し
た
と
き
に
備
え
、
東
林
地

区
の
自
主
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
で

す
。
主
催
者
は
東
林
地
区
連
合
自
主
防
災

隊

（東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
）
で
す
。

参
加
者
は
傘
下
１５
自
治
会
な
ど
２
０
９
名
。

そ
の
う
ち
東
林
間
自
治
会
か
ら
は
東
林
小

学
校
に
近
い
西
区
、
南
区
の
ご
家
庭
に
回

覧
で
参
加
を
呼
び
か
け
た
こ
と
も
あ

っ
て

５５
名

（２６
％
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
自

治
会
ご
と
に
分
か
れ
、
３
つ
の
セ
ッ
ト
化

さ
れ
て
い
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練

内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
救
急
活
動
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ヨ
ン

（救
急
普
及
啓
発
広
報
車
）
と
救
出

。

救
護
訓
練

（心
肺
蘇
生
法

。
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

こ
こ
で
は
、
主
に
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
扱
方
法
に
つ
い
て
南
消
防
署
東
林

分
署
の
消
防
士
の
方
の
熱
心
な
助
言

・
指

導
の
も
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
（上
段
写

真
）
子
ど
も
の
場
合
、
成
人
と
同
じ
方
法

で
良
い
の
か
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

②
震
度
体
験

（起
震
車
）
と
要
援
護
者
支

援
訓
練

（車
椅
子
操
作
）

起
震
車
に
よ
る
震
度
体
験
は
、
震
度
７

の
揺
れ
を
体
験
。
震
度
７
だ
と
部
屋
の
物

が
倒
れ
る
だ
け
で
な
く
、
水
平
に
飛
ん
で

い
く
よ
う
な
揺
れ
で
し
た
。

車
椅
子
体
験
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
の
生
活
支
援
課
、
地
区
民
生
委
員
の
助

言
の
も
と
、
乗
る
人
、
操
作
す
る
人
が
交

代
し
な
が
ら
訓
練
し
ま
し
た
。
大
規
模
な

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
車
椅
子
利
用
者

は
、
道
路
事
情
な
ど
か
ら
担
架
で
避
難
所

へ
避
難
し
、
避
難
所
の
避
難
生
活
で
車
椅

子
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

③
階
段
避
難
車
体
験

（イ
ー
バ
ツ
ク
チ
エ

ア
ー
）
、
煙
体
験
訓
練
（煙
体
験
ハ
ウ
ス
）

と
初
期
消
火
訓
練

（水
消
火
器
）

イ
ー
バ
ッ
ク
チ
ェ
ア
ー

（下
降
専
用
）

に
よ
る
階
段
避
難
車
体
験
は
、
昨
年
か
ら

始
ま
っ
た
体
験
。
昨
年
は
階
段
を
使
わ
ず

体
育
館
内
で
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
ア
ネ

ッ
ク
ス
自
治
会
の
助
言

・
指
導
に
よ
る
東

林
小
学
校
の
非
常
階
段
を
利
用
し
た
本
格

的
な
体
験
で
し
た
。
こ
れ
は
、
避
難
者
を

専
用
の
椅
子
に
座
ら
せ
、
階
段
を
慎
重
に

滑
降
す
る
体
験
で
、
と
く
に
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
に
お
い
て
役
に
立
つ
も
の
で
す
。

煙
体
験
ハ
ウ
ス
を
用
い
た
煙
体
験
訓
練

は
、
煙
を
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
口
に
タ

オ
ル
を
当
て
な
が
ら
低
姿
勢
で
避
難
す
る

訓
練
で
し
た
。

最
後
の
水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
は
、
参
加
者
が

″火
事
だ
―
″
と
い
う

掛
け
声
を
発
し
、
消
火
器
の
止
め
ピ
ン
を

抜
い
て
、
日
標
め
が
け
て
消
火
す
る
と
い

う
迫
力
の
あ
る
訓
練
で
し
た
。
（写
真
）

全
体
を
通
し
て
、
防
災
体
験
は
有
意
義

で
し
た
。
年
に
１
度
の
防
災
体
験
デ
ー
。

そ
れ
で
も
毎
年
参
加
す
れ
ば
、
頭
の
片
隅

に
残

っ
て
お
り
、
イ
ザ
と
い
う
と
き
役
立

ち
ま
す
。
大
規
模
地
震
時
に
被
災
は
免
れ

ま
せ
ん
。
家
屋
倒
壊
や
火
災
な
ど
を
防
ぐ

こ
と

（減
災
）
が
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら

の
備
え
と
防
災
体
験
デ
ー
、
Ｈ
月
の
防
災

訓
練
の
参
加
が
必
要
で
す
。
大
規
模
地
震

は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。

東
林
間
４
丁
目
に
お
住
い
の
Ｍ
さ
ん
宅

は
、
３
人
の
お
子
さ
ん
が
独
立
し
、
夫
婦

二
人
暮
ら
し
。
Ｍ
さ
ん
は
、
定
年
退
職
後
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
の
特
徴
は
、
住
宅
の
リ
フ
ォ

ー
ム
に
併
せ
て
屋
外

・
屋
内
の
総
合
的
な

対
策
を
進
め
て
き
た
こ
と
で
す
。

屋
外
に
お
い
て
は
、
外
壁
の
補
強
、
屋

根

の
軽
量
化
で
す
。

屋
内
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
で
す
。

Ｏ
食
器
棚

・
タ
ン
ス
な
ど

の
転
倒
防
止

金
具
の
取
り
付
け

②
テ
レ
ビ
の
転
倒
防
止
金
具
の
取
り
付

け

（写
真
）
及
び
台
と
の
間
に
耐
震

ジ

ェ
ル
シ
ー
ト
の
使
用

③
玄
関
先
に
非
常
用
持
出
グ

ッ
ズ

の
用

立思

④
消
火
器
の
設
置

⑤
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
水
の
保

管
建
物
が
大
地
震
で
揺
れ
て
い
る
と
き
、

頭
部
分
が
重
い
と
倒
壊
の
危
険
性
は
増
し

ま
す
。
屋
根
の
軽
量
化
は
大
切
で
す
。

肋骨が折れても続けます !

心肺蘇生訓練

火事だ一 / 水消火器による初期消火訓練

丁Vの転倒防止金具

その13
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除
草
作
業
は
東
林
間

一
丁
目
緑
地
、
東

林
間
ふ
れ
あ
い
広
場
、
上
鶴
間
８
丁
目
ふ

れ
あ
い
の
森
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
林
間
１
丁
目
緑
地

令
和
元
年
度
第
１
回
目
の
除
草
が
曇
天

の
５
月
１９
日

（日
）
、
東
林
間

一
丁
目
緑

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
数
は
、
区

長
さ
ん
他
５
名
、
自
治
会
役
員
１８
名
の
合

計
２３
名
で
し
た
。
今
回
は
昨
年
に
比
べ
、

早
目
に
除
草
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
あ

っ

て
、
雑
草
の
量
は
少
な
い
方
で
し
た
。
そ

れ
で
も
緑
地
面
積
が
広
い
の
で
参
加
者
は

汗
を
流
し
ま
し
た
。
参
加
者
が
力
を
合
わ

せ
て
除
草
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
東
林
間

一
丁
目
緑
地
は
風
通
し
と
見
通
し
が
大
幅

に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

上
鶴
間
８
丁
目
ふ
れ
あ
い
の
森

２
回
目
の
除
草
は
曇
天
の
６
月
３０
日

（日
）
、
上
鶴
間
８
丁
目
ふ
れ
あ
い
の
森
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
、
自

治
会
役
員
の
１７
名
。
当
日
の
朝
、
雨
が
降

っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
空
が
明
る
ん
で

き
た
の
で
、
雨
上
が
り
を
期
待
し
除
草
を

決
行
し
ま
し
た
。
６
月
の
末
に
も
な
れ
ば
、

雑
草
が
伸
び
、
膨
大
な
量
に
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
太
い
つ
る
性
の
雑
草
が
生
い

茂

っ
て
い
る
の
で
鋭
利
な
金
羽
の
刈
払
機

で
除
草
し
ま
し
た
。
（写
真
）
除
草
の
結
果
、

公
園
は
風
通
し
の
良
い

一
帯
に
変
わ
り
ま

し
た
。
東
林
間
ふ
れ
あ
い
広
場

３
回
目
の
除
草
は
、
猛
暑
の
７
月
２７
日

（土
）
、
東
林
間
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
自
治
会
役
員
中
心

の
２０
名
。
除
草
の
主
な
内
容
は
、
垣
根
の

枝
払
作
業
。
そ
の
結
果
、
ス
ッ
キ
リ
し
た

垣
根
に
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
熱
い
中
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

除
草
全
体
を
通
し
て
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
は
居
住
環
境
改
善
効
果
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
梅
雨
入
り
後
の
作
業
は
体
力

を
消
耗
す
る
の
で
改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。

３
年
ぶ
り
の
傾
斜
地
事
前
対
策
訓
練
が

６
月
２
日

（日
）
、
東
林
間
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
前
で
実
施
。
参
加
者
数
は
３７
名
。
市

か
ら
急
傾
斜
地
地
区
に
深
堀
川
沿
い
の
北

６
・７
区
の

一
部
が
指
定
。
消
防
署
員
か

ら
土
の
う
造
り
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
（写
真
）
会
員
か
ら
の
上
の
う
が
欲
し

い
と
い
う
声
に
対
し
、
消
防
署
員
か
ら
「連

絡
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
限
り
対
応
し
た
い
」

と
い
う
返
事
を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
、
く

ぬ
ぎ
台
小
学
校
ま
で
避
難
訓
練
し
ま
し
た
。

花
の
植
替
活
動
が
梅
雨
空
の
６
月
９
日

（日
）
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
数
は
自
治
会
役
員
と
東
林
間

女
性
会
の
皆
さ
ん
の
２０
名
。
花
壇
が
サ
ル

ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ニ
チ
ニ
チ
ソ

ウ
な
ど
の
夏
秋
用
の
花
に
植
え
替
え
ら
れ
、

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
周
囲
に
植

栽
さ
れ
て
い
る
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
も
刈
り

込
ま
れ
て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
。
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

目
的

¨
大
地
震
な
ど
の
停
電
時
に
発
泡

ス
テ
ロ
ー
ル
製
ク
ー
ラ
ー
ボ

ッ
ク
ス
は
保

冷
に
役
立
つ
の
か
。
こ
れ
が
こ
の
実
験
の

テ
ー
マ
で
す
。　
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
と
比
較
的
買
い
求
め
や

す
い
発
砲
ス
テ
ロ
ー
ル
製
の
ク
ー
ラ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
保
冷
効
果
を
比
較
し
ま
し
た
。

方
法

¨
２
つ
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
そ
れ
ぞ

れ
１
５
０

ｇ
の
氷
を
入
れ
、
そ
れ
ら
を
双

方
の
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
、
３０
分

毎
に
氷
の
重
さ
を
測
る
。
室
温
は
２８
～
３２

℃
。結
果

¨
両
者
の
氷
の
解
け
方
に
大
き
な

差
異
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（図
）

考
察

¨
停
電
時
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
ク
ー
ラ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
他
に
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
製
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
も

同
様
の
保
冷
効
果
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

停
電
時
一発
泡
ス
チ

は
役
立

（“
）
詢
日
Ｓ
業

で除草

雑草の袋詰め・搬送に汗を流す参加者の皆さん
お疲れさまでした

実験結果

―‐― プラスチック製CB

^―‐―発砲ステロール製CB

土のう造りを実践

実儒余

プラスチック製(上 )と
発砲スチロール製(下 )

“

”

力

¨

¨

“

¨
ｌ

¨ ロ
ー
ル

つ
の
か

経過時間 (分 )

風
通

し
が
良
く
な

っ
た

餞
櫻
作
嘔

傾
斜
地
訓
練

饂

能
鼈
蜻
隧
鉤
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団
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
（一・一験
盗

知
　
　
楽
し
む
姜
し
縫

自
治
会
主
催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
む

会

が
曇
天
の
６
月
２９
日

（土
）
、
町
田
ボ

ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
数
は
前
回
よ
り
若
干
増
え
３５
名
。

試
合
は
２
ゲ
ー
ム
の
総
得
点
で
競
い
ま

す
。
た
だ
し
、

ハ
ン
デ
イ
キ
ャ
ッ
プ
を
設

け
、
１
ゲ
ー
ム
に
つ
き
①
６５
歳
以
上
の
人

に
５
歳
刻
み
で
５
点
ず

つ
加
算
②
全
て
の

女
性
に
２０
点
加
算
さ
れ
ま
す
。

試
合
は
、
好
ゲ
ー
ム
の
中
、
ど
の
レ
ー

ン
も

″
ハ
イ
タ
ッ
チ
〃
が
繰
り
返
し
み
ら

れ
、
終
始
和
や
か
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
、
優
勝
津
島
悦
子
３
２
８

点
、
準
優
勝
瀬
戸
宏
文
３
２
４
点
、
第
３

位
高
木
喜
代
美
３
１
６
点

（敬
称
略
）
で

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

優
勝

の
津
島
さ
ん
は

一と
く
に
レ
ー
ン

の
メ
ン
バ
ー
と
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

こ
れ
が

一
番
う
れ
し
い
で
す
」
と
語

っ
て

く
れ
ま
し
た
。

自
治
会
は
、
多
種
の
賞
を
用
意
し
て
会

員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
誘
い
合

っ
て
参
加
し

″楽
し
い

一
日
″

を
送
り
ま
し
よ
う
。

次
回
は
令
和
２
年
２
月
の
予
定
で
す
。

ヽ

Ｊ力́
И

自
治
会
主
催
の
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

体
験
が
６
月
２８
日

（金
）
、
東
林
間
児
童

館
で
開
催
。
こ
の
体
操
は
ス
キ
ー
の
ス
ト

ッ
ク
に
似
た
ポ
ー
ル
を
使

っ
て
歩
行
す
る

も
の
。
他
に
ポ
ー
ル
を
使
い
ス
ト
レ
ツ
チ

な
ど
も
行
え
ま
す
。

（写
真
）
参
加
者
は

２０
名
で
講
師
の
小
澤

。
高
木
さ
ん
の
指
導

の
も
と
楽
し
く
体
操
し
ま
し
た
。
参
加
者

の
Ａ
さ
ん
は

「過
去
に
ヒ
ザ
、
腰
が
痛
い

と
い
っ
て
、
薬
や
器
具
を
買

っ
た
わ
よ
。

で
も
筋
肉
を
つ
け
な
く
て
は
ダ
メ
」
と
こ

の
体
験
の
意
義
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
供
会
の
資
源
回
収

卜

温
か
い
言
葉
が
励
み

上
鶴
間
第

一
区
子
ど
も
会
会
長

松
浦
　
麗
奈

上
鶴
間
第

一
区
子
ど
も
会
で
は
、
毎
月

第
２
日
曜
日
の
朝
、
上
鶴
間
遊
園
地
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
後
、
台
車
を
走
ら
せ
て
資
源

回
収
に
伺

っ
て
い
ま
す
。

新
聞
紙
や
空
き
缶
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
見

つ
け
る
と
走
り
出
す
子
ど
も
達
。
玄
関
先

で
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら

っ

し
ゃ
い
ま
す
。

「頑
張

っ
て
ね
」

「お
願
い

ね
」
な
ど
の
温
か
い
言
葉
が
励
み
に
な
り

ま
す
。
最
後
の
ほ
う
は
、
台
車
に
乗
り
き

れ
な
い
ほ
ど

。
・
。
落
ち
な
い
よ
う
に
工

夫
し
な
が
ら
載
せ
て
い
て
子
ど
も
達
の
勉

強
に
も
な
り
ま
す
。
い
つ
も
多
く
の
方
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
他
学
年
、
地
域
と
の
交
流
を
深

め
、
資
源
の
有
効
利
用
に
貢
献
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ミスしてもガーターだしても
ハイタッチ 楽しみました

楽しむ会のスタート
気合が入ります !

優勝 津島さん (右 )、 準優勝 瀬戸さん (左 )、

第 3位 高木さん
おめでとう !

魃
り
・

ポールを使って
前後バタ足体操をする参加者

圏匡

第
４６
回
東
林
間
西
日
ま
つ
り
が
梅

雨
空
の
７
月
２０

。
２１

（土

ｏ
日
）
に

開
催
。
本
部
会
場
が
ビ
オ
ラ
通
り
に

変
更
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
復
活
。
西

日
ま
つ
り
は
子
ど
も
達
に
人
気
。
家

族
連
れ
で
賑
い
ま
し
た
。
「来
年
も

友
達
を
誘

っ
て
楽
し
み
た
い
」
と
い

う
子
ど
も
達
も
い
ま
し
た
。
夜
７
時

か
ら
農
協
盆
踊
り
も
あ
り
、
祭
り
の

雰
囲
気
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

子ども達に人気の西口まつり

》圏

●
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上
鶴
間
中
学
校
３
年
生
１
２
２
名
は
、

今
年
も
地
域
を
大
切
に
思
う
心
の
育
成
を

め
ざ
し
た
総
合
的
な
学
習
の

一
環
と
し
て

東
林
間
サ
マ
ー
わ
ぁ
―
ニ
バ
ル
に
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

生
徒
達
は
、
学
校
の
先
生
や
地
域
役
員

の
指
導
の
も
と
で
案
内
、
誘
導
、
放
送
、

給
水
な
ど
を
担
い
ま
し
た
ｃ

案
内
班
は
、
会
場
の
場
所
な
ど
を
参
加

者
に
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。
誘
導
班
は
、

出
演
す
る
連
に
演
舞
時
間
の
他
に
演
舞
場

所
を
会
場
の
マ
ッ
プ
を
見
せ
て
説
明
し
、

混
乱
を
防
ぎ
ま
し
た
。

放
送
班
は
、
各
連
の
紹
介
原
稿
を
ア
ナ

ウ
ン
ス
し
、
来
場
者
に
各
連
の
特
徴
を
理

解
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
給
水
班
は
、
汗

だ
く
に
な

っ
て
い
る
演
舞
者
な
ど
に
麦
茶

を
提
供
し
、
喜
ば
れ
ま
し
た
。

清
掃
は
昨
年
ま
で
午
後
７
時
１５
分
か
ら

の

一
斉
展
開
で
し
た
が
、
今
年
は
生
徒
の

帰
宅
時
間
を
考
慮
し
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
鶴
中
３
年
生
は
、
毎
年
東

林
間
サ
マ
ー
わ
あ
―
ニ
バ
ル
の
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
貢
献
し
、
地
域
に
と

っ
て
必
要

な
存
在
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
中
学
生
が
地
域
を
故
郷
と

感
じ
、
我
が
故
郷
に
誇
り
と
自
信
が
持
て

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

自
治
会
役
員

。
協
力
員
は
、
本
部
会
場

の
受
付

。
案
内

。
会
計

・
筆
耕
の
他
に
交

通
、
警
備
、
放
送
、
救
護
、
清
掃
な
ど
多

方
面
の
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
と
く
に
交

通
の
分
野
で
は
早
朝
７
時
に
本
部
会
場

へ

集
ま
り
、
交
通
整
理
に
必
要
な
資
材
を
運

搬

。
設
営

。
回
収
し
ま
し
た
。

■き
↑同

ま

ち

中L
」1又自
治
会
会
員

矢
橋
　
ヨ
シ

（８５
歳
）

ま
ち
に
商
品
が
あ
ふ
れ
、
物
の
有
難
味

を
知
ら
な
い
世
代
が
増
す

一
方
で
、
環
境

汚
染
、
資
源
枯
渇
問
題
に
行
政
が
リ
サ
イ

ク
ル
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
は
私
た
ち
住
民
の
出
番
で
す
。

道
路
、
草
む
ら
、
公
園
に
ジ

ュ
ー
ス
の

缶

・
瓶
、
た
ば

こ
の
吸
い
ガ
ラ
が
捨
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
人
々
は
豊
か
な
生
活
で

オ

シ
ャ
レ
を
楽
し

み
表
面
上
き
れ

い
に

な

っ
て
も
、
心
は
む
し
ろ
低
下
し
て
い
る

と
さ
え
思
わ
れ
ま
し
た
。

世
の
中
に
は
暗
い
う
ち
に
起
き
て
他
人

の
捨
て
た
ゴ
ミ
を
拾
い
、
奉
仕
に
取
り
組

ん
で
い
る

一
握
り
の
人
達
も
い
ま
す
。　
一

人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
に
気
を
つ
け
、
自
分

さ
え
良
け
れ
ば
で
は
な
く
、
他
人
を
思
い

や
る
心
を
持

っ
て
、
道
路
な
ど
に
物
を
捨

て
る
の
を
止
め
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
は
ゴ

ミ

捨
て
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
が
、
と

人
任
せ
に
せ
ず
親
が
子
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

今
は
粗
大
ゴ
ミ
、
資
源
ゴ
ミ
、　
一
般
ゴ

ミ
と
缶
や
瓶
、
紙
、
ポ
リ
な
ど

の
そ
れ
ぞ

れ
を
市
が
回
収
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ち

な

み
に
資
源

回
収

に
お

い
て
１
メ
牛
乳

パ
ッ
ク
を
さ

っ
と
水
洗
い
し
、
開
い
て
重

ね
て
出
せ
ば
、
ガ
サ
張
り
ま
せ
ん
。
我
が

ま
ち
東
林
間
を
よ
り
住
み
良
い
ま
ち
に
し

て
ま
い
り
ま
し
よ
う
。

朝
、
駅
の
ト
イ
レ
に
忘
れ
た
手
袋
が
夕

方
そ
の
ま
ま
の
姿
で
あ
り
ま
し
た
。
東
林

間
に
住
ん
で
６０
年
。
東
林
間
は
良
い
人
た

ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
で
す
。
感
謝

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

渡
辺
　
幸
雄

歩
き
、
走
り
が
好
き
な
私
に
は
ビ

ッ
タ

リ
と
手
を
挙
げ
て
４
年
目
。
東
林
地
区
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

月
１
回
の
ベ
ー
ス
を
心
が
け
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
地
区
は
な
か
な
か
の
広
さ
ｃ

毎
回
、
巡
回
地
域
を
変
え
て
の
約
１
時
間
。

そ
ん
な
中
で
今
回
は
、
ち
よ
っ
と
心
温
ま

る
目
撃
情
報
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
も
い
よ
い
よ
最
終
の
月
。

い
つ
も

の
よ
う
に
１７
時
に
東
林
間
駅
前
交
番
を
出

発
。
部
活
帰
り
の
中
学
生
が
下
校
す
る
中

学
校

の
傍
道
を
歩
い
て
い
く
と
、
前
方
か

ら
自
転
車
で
走

っ
て
く
る
小
学
生
。
で
も
、

段
差
に
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
た
よ
う
で
転

倒
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
近
く

を
歩

い
て
い
た
中
学
生
２
人
が
走
り
寄

っ

て
自
転
車
を
起
こ
し
て
あ
げ
、
怪
我
の
有

無
を
確
認
し
て
い
る
様
子
。
私
た
ち
も
傍

に
行
き
、
怪
我
は
少
し
手
の
ひ
ら
を
擦
り

む
い
た
位
。
中
学
生
は
汚
れ
を
払
い
、
バ

ッ

グ
か
ら
傷
バ
ン
を
取
り
出
し
処
置
し
て
あ

げ
ま
し
た
。
小
学
生
は
自
転
車
に
乗
り
、

帰

っ
て
い
く
。
わ
ず
か
数
分
の
出
来
事
な

が
ら
若
い
実
行
力
に
ポ

ッ
と
温
か
い
も
の

を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

黄
色

の
安
全
ベ
ス
ト
の
着
用
で
巡
回
し

て
い
る
と
住
民
は
安
心
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。

こ
ん
な
世
相
で
す
の
で
、
多
少
は
地

域
の
防
犯
抑
止
に
貢
献
で
き
て
い
る
の
か

な
と
思
い
な
が
ら
の
パ
ト

ロ
ー
ル
で
す
。

一●
■
■
●
●

鶴中 3年生の皆さん
ありがとう !

多岐にわたる活躍
お疲れさまでした

投 稿

サ
マ
ー
わ
あ
‥
ニ
パ
ル

職
５
サ
ボ
ー
ツ
ト

鶴
中
３
年
生
ガ
ン
バ
ル
ー

自
治
会
役
員
も
活
躍

晰
犯
バ
ト
ロ
ー
ル
価
巖
記

懸
鰯
野
一ヽ

ま
ち
で
見
つ
け
た
よ
ソ
／

ち
ょ
っ
と
い
い
話
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ど
晨
寿
お
め
で
と
め
ご
ざ

い
ま
イ

100歳以上が 4名

東 21ヌ  森 |ヽ   元様 90歳
依田 セツ様 91歳

3区 加藤 フミ様 97歳
4区 稲垣八重■様 90歳
松原  弘様 90歳

6区 官下なみ了様 100歳

原 喜久江様 90歳
81X: 高橋やす,I11 92歳

9区  富田  了様 90歳
10区  飯塚  猛様 96歳
13区  牧野 陽子様 90歳
久瀧 力不様 91歳
山崎美穂子様 94歳

14区  安藤 みよ様 93歳
15区  人(「]1京手|`夫様 91歳

島崎富士子様

山本 満江様
青木 武一様
本橋 宏子様
鈴木小夜子様

河
=|` 
康男様

高橋 フク様
2区 渡邊  栄様
5-1区 吉田 ヨン様

鈴木キクヲ様

小官 光枝様
山崎 スミ様
平井 敬治様
久保野良子様

園部フサ子様

伊藤 恵子様

清水 幸子様 97歳
小名木喜美子様 97歳

義i黒 ヒサノ1様 100歳

太田 文子1求  90歳
西谷 知香様 95歳
菅沼 照江様 90歳

岩ホJ 有焉了‐様  93歳

大島 きよ様 95歳

伊藤 トミ様 93歳
佐々木典子様 97歳

鈴木 やゑ様 96歳
小林 信夫様 93歳
吉円 みつ様 91歳

所  知子様 90歳

松浦 茂夫様 96歳
広能 ンコ様 95歳

15区

16区

17区

21区

西 1区

8区

10区

12区

13‐ 1区

15区

15区

17-1区

17‐ 3区

18区

]9区

20区

21区

22区

25-1区

28区

南 2区

4区

有本」 静様
原田 ミツ様
宇多 千千様
笹本 英子様
上條 栄子様
土志田 君様
小堀美佐喜様

中野 丈子様

篠円 道子様
唐沢八重子様

リモ田 直美様
山本 若了様
山内 澄子様
笹森 祥子様

美‖1 州平様

押野谷智子様

96歳

90歳

95歳

92歳

91歳

95歳

93歳

92歳

95歳

100歳

94歳

96歳

91歳

98歳

91歳

91歳

15区

17区

4区

8区

9区

11区

13区

95歳

91歳

94歳

93歳

92歳

93歳

91歳

99歳

90歳

103歳

93歳

90歳

91歳

90歳

90歳

94歳

◎申告により90歳以上の方々のお名前と年齢を掲載しました(8月 8日 現在)。

◇
次
の
方
々
に
敬
老
の
お
祝
い
を
贈
り
ま
し
た
。

七
〇
歳

・
古
希

４６
名
　
　
　
七
七
歳

・
喜
寿

５６
名

八
〇
歳

・傘
寿

５６
名
　
　
　
八
八
歳

・
米
寿

２８
名

九
〇
歳

・
卒
寿

１６
名
　
　
　
九
九
歳

・
白
寿

１
名

長
寿

・
百
歳
以
上

４
名
　
　
福
寿

・
八
九
歳
以
上

５６
名

‐長寿:万歳|■・

小島  `彪さん 83歳

・出生地 ミ′ダナオ島
|フ ィリビン

'・誕生日 昭和 9年 11月 30日

・主な仕事

昭和28年、木更津高校卒業後、伊

勢月に就職.主 に呉服、寝具部門
を担当 (45年間)c平 成10年 、63歳
で定年退職

・地域活動

昭和52年新円中学校 PTA会長
平成 9ヽ 10年東林問自治会総務部長

平成11～ 15年同自治会副会長

平成16～ 20年 東林間児童館長

平成20～ 21年同自治会監査

平成26～ 29年同自治会監査

あゆみ

広
報
部
は
、
７
月
２５
日

（木
）
、
東
林

間
４
丁
目
に
お
住
い
の
小
島
彪
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

逃
避
循
壼
溝

小
島
さ
ん
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ

ナ
オ
島
で
昭
和
９
年
１１
月
３０
日
の
お
生
ま

れ
で
す
。
父
は
マ
ニ
ラ
麻
栽
培
を
経
営
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

小
学
校
１
年
の
昭
和
１６
年
に
太
平
洋
戦

争
が
始
ま
り
、
日
本
人
男
性
は
軍
事
関
連

作
業
に
動
員
さ
れ
、
婦
女
子
は
収
容
施
設

（学
校
）

へ
収
容
。
学
校
で
の
勉
強
は
な

か
っ
た
。
昭
和
２０
年
５
月
、
避
難
命
令
を

受
け
日
本
人
家
族
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
ヘ
の
逃

避
行
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
沢

蟹
と
木
の
芽
を
食
べ
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

一

本
道
を
必
死
に
逃
げ
ま
し
た
。
米
軍
は
そ

れ
を
察
知
、
集
中
爆
撃
を
展
開
し
ま
し
た
。

前
進
困
難
と
み
た
小
島
さ
ん
達
７
家
族
は

一
本
道
か
ら
横
に
そ
れ
た
逃
避
行
で
助
か

り
ま
し
た
。
前
進
し
た
日
本
人
家
族
は
相

当
苦
労
し
た
様
子
。

経
戦

‘
引
き
掛
げ

８
月
１５
日
に
終
戦
。
小
島
さ
ん
は
、
そ

の
ビ
ラ
を
み
た
が
信
じ
難
く
、
半
月
ほ
ど

ジ
ャ
ン
グ
ル
で
の
逃
避
行
生
活
を
継
続
。

そ
の
後
、
多
く
の
日
本
人
が
避
難
先
か
ら

出
る
の
を
み
て
終
戦
を
実
感
し
ま
し
た
。

小
島
さ
ん
と
母
の
２
人
は
Ｈ
月
３
日
に

鹿
児
島

へ
上
陸
。
父
の
実
家
の
山
形
県
長

井
市
経
由
で
千
葉
県
君
津
市
へ
。
父
は
そ

こ
で
郵
便
局
職
員
に
な
り
ま
し
た
。

麓
難

・
機
饉

小
島
さ
ん
は
、
木
更
津
高
校
卒
業
後
、

伊
勢
丹
に
就
職
し
、
主
に
呉
服
、
寝
具
部

門
を
担
当
し
ま
し
た
。
結
婚
と
同
時

（昭

和
４０
年
）
に
国
分
寺
市
か
ら
東
林
間
へ
移

住
。
１
男
２
女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
５２
年
に
新
町
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に

な
り
学
区
割
で
調
整
能
力
を
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
１０
年
、
４５
年
間
に
わ
た
る
伊

勢
丹
で
の
仕
事
を
終
え
、
６３
歳
で
定
年
退

職
。地

域
活
動

小
島
さ
ん
は
、
平
成
９
年
東
林
間
自
治

会
総
務
部
長
に
、
同
Ｈ
年
に
同
副
会
長
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
１６
年
に
東
林

間
児
童
館
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

篭
ッ
ト
ー
と
プ噸
溌

小
島
さ
ん
は
、
戦
中

・
終
戦
直
後
に
多

く
の
方
々
か
ら
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
の
逃
避
行
生
活
で

衰
弱
し
た
母
に
ブ
ド
ウ
糖
を
分
け
て
も
ら

い
、
母
は
そ
れ
を
食
し
て
健
康
を
回
復
し
、

そ
の
後
、
９６
歳
ま
で
長
生
き
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
戦
後
引
上
途
中
の
上
野
駅
で
持

っ
て
い
た
母
の
分
を
含
む
３
合
の
米
を
見

知
ら
ぬ
方
が
炊
い
て
提
供
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
の
味
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
と
。
当
時
の
小
島
少
年
に
と
っ
て
、
困

っ
た
と
き
の
援
助
は
心
に
し
み
ま
し
た
。

今
、
小
島
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
で
き
る

範
囲
の
恩
返
し
で
す
。

小
島
さ
ん
は
２
度
脳
梗
塞
を
患
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
も
戦
中

・
終
戦
直
後
の
ご
苦

労
に
よ
り
培
っ
た
根
性
で
リ
ハ
ビ
リ
に
取

り
組
み
、
回
復
。
現
在
、
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
も
の
の
混
声

。
男
声
の
各
合
唱

団
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
お
元
気
で
す
。

奥
さ
ん
に
３
年
前
に
先
立
た
れ
ま
し

た
。
小
島
さ
ん
は
戦
中
に
沢
蟹
や
木
の
芽

で
食
い
つ
な
い
だ
経
験
か
ら
好
き
嫌
い
が

あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
の
手
料
理
を
し
っ
か

り
食
べ
る
こ
と
が
お
元
気
の
源
の
よ
う
で

す
。
毎
日
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
る
の
も
楽

し
み
の

一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
お
幸

せ
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

座右の銘 :

できる範Iの憲饉じ

北 3区

4区

7区



令和元年 9月 6日 東りんかん ふれあいだより (8)
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西
２７
区

区
長
　
霜
島
　
正
文

私
が
初
め
て
区
長
と
な

っ
た
年
に
平
成

か
ら
令
和

へ
と
元
号
が
改

め
ら
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
チ
ャ
ン
ス
。
順
番
で
区
長
を
引

き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の

１
年
間
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
回
目
の
区
長
会
で
東
林
地
区
防
災
訓

練
に
つ
い
て
学
び
、
ふ
と
定
年
前
の
仕
事

が
蘇
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
県
の
防
災
装
置

や
市

の
震
度
情
報
装
置
な
ど

の
機
器
設

置

。
点
検
で
す
。

こ
れ
ら
の
機
器
は
、
普

段
ほ
と
ん
ど
稼
働
せ
ず
、
災
害
時
に
稼
働

す
る
た
め
、
日
々
の
点
検
な
ど
を
実
施
し

て
、
緊
急
時
に
稼
働
で
き
る
状
態
に
常
に

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

わ
れ
わ
れ
住
民
も
、
不
測
の
事
態
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、
日
々
の
防
災
訓
練
と

家
族
で
の
災
害
時
の
行
動
を
話
し
あ

っ
て

お
く
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
度
の
地
区
防
災
訓
練
は

Ｈ
月
１０
日

（日
）
に
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

家
族
揃

っ
て
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

轟

(カ ット〉野浦正幸

宅
井

治
朗
さ
ん
を
偲
ぶ

東
林
間
の
功
労
者
、
宅
井
さ
ん
の
ご
逝

去
を
知
り
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
昭
和
５８

年
よ
り
６２
年
ま
で
５
年
間
、
東
林
問
自
治

会
長
を
務
め
た
ほ
か
地
区
連
会
長
、
公
民

館
長
、
社
協
会
長
、
神
社
総
代
な
ど
地
域

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
東
林
地
区
発
展
に

尽
力
さ
れ
生
涯
を
捧
げ
た
人
で
し
た
。

宅
井
さ
ん
は
、
広
島
生
ま
れ
で
原
爆
被

害
者
手
帳
を
お
持
ち
に
な
り
、
九
死
に

一

生
を
得
た
人
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
記
憶

を
も
と
に
本
の
自
費
出
版
も
な
さ
れ
た
方

で
す
。
何
事
に
も
動
ぜ
ず
常
に
穏
や
か
な

言
動
の
原
点
は
、
そ
の
体
験
記
憶
か
ら
な

の
で
し
よ
う
か
。

数
多
く
の
功
績
に
感
謝
し
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
　
古
木
　
　
昇

長
身
で
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
お
元
気
な

宇
賀
地
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
、
驚
き
を
禁
じ

得
ま
せ
ん
。
宇
賀
地
さ
ん
は
平
成
１３
年
か

ら

「東
林
ふ
れ
あ
い
の
森
を
愛
す
る
会
」

の
会
長
と
し
て
保
全
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
こ
の
森
は
地
域
住
民
の
オ

ア
シ
ス
、
子
ど
も
達
の
学
習
の
場
に
な

っ

て
い
ま
す
。
平
成
２４
年
に
そ
の
保
全
活
動

が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
紹
介
さ
れ
、
同
２８
年

に
国
土
交
通
大
臣
か
ら
み
ど
り
の
功
労
者

と
し
て
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
の
環
境
保
全
に
尽
力
さ
れ
感
謝
し

ま
す
。
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

広
報
部
長
　
日
暮
　
賢
司

第
３
回
区
長
会

日
時

¨
１０
月
‐２
日
（土
）
午
前
１０
時

場
所

¨
東
林
間
児
童
館

歩
け
歩
け
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時

¨
‐０
月
２４
日
（木
）

午
前
８
時
３０
分

場
所

一
東
林
間
児
童
館
庭
集
合

三

世

代

交

流

う

ど

ん

作

り

同
時

¨
１０
月
２６
日
（土
）
午
前
１０
時

場
所

¨
東
林
間
児
童
館

少

年

対

熟

年

野

球

大

会

日
時

¨
Ｈ
月
３０
日
（土
）
午
前
８
時

場
所

¨
深
堀
中
央
公
園

受

貴

疵
】ｂ

自
主
防
災
隊

東
林
間

白
ロ
ム
潤
△
〓

自
主
防
災
隊
が
７
月
６
日

（士
）
、
相

模
原
市
民
会
館
で
相
模
原
市
自
治
会
連
合

会
長
か
ら
長
年
に
わ
た
る
自
治
会
活
動
で

受
賞
。
自
主
防
災
隊
と
は
自
治
会
の
防
災

組
織
の
こ
と
で
す
。
今
後
、
防
災
訓
練
に
、

よ
り
多
く
の
会
員
の
参
加
が
望
ま
れ
ま
す
。

自
治
会
の
白
石
政
子
福
祉
部
副
部
長
が

同
様
に
長
年
に
わ
た
る
自
治
会
活
動
で
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
も
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

自
有

政
r
」ビ

C
′

Д′

最
近
、
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
お
隣
の
小
学
校
１
年
生
が
下
校
し
、

自
宅
に
鍵
が
か
か
っ
て
い
て
入
れ
な
く
な

り
、
半
泣
き
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
彼
は
、

迷
い
も
な
く
私
の
家
の
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら

し

「お
母
さ
ん
が
い
な
い
」
と
。
私
は
近

所
に
祖
父
母
が
住
ん
で
い
る
の
を
知

っ
て

い
る
の
で
ラ
ン
ド
セ
ル
を
預
か
り
、
二
人

で
向
か
い
ま
し
た
。
祖
父
母
に
会
う
な
り
、

彼
は
大
泣
き
。
そ
の
後
、
手
を
つ
な
い
で

彼
の
自
宅

へ
。
私
は
昔
を
思
い
出
し
、
向

こ
う
三
軒
両
隣
の
助
け
合
い
と
い
う
良
い

教
育
を
し
て
い
る
な
と
感
心
し
ま
し
た
。

広
報
部
副
部
長
　
雨
宮
　
　
隆

十
の

Ｌ

ゞ
０
■
■
●
ヽ

颯事鶉告コー

'鱚
訃 報 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
萩尾 ,E了‐様
柳田 富子様
角張 恵子様
古木 信江様
井上 義之様
天岸 IF蔵様
大和 ]雨生様

杉山 芳子様
宅井 治朗様
原  勝美様
佐人間かつ江様

85歳 31
90歳 31
85歳 31
61歳 元
80歳 元
92歳 元
95歳 元
77歳 元
99歳 元
89歳 元
86歳 元

3.27没
4.12没
4.30没
5.11没

5.16没
5.23没
6. 5没
6.22没
6.22没
7. 3没
7.12没

南区東林間4-22-30

南区上鶴間5-2-10

南区東林間2-13-3

南区東林間6-17-4

南区東林間2-21-6

南区東林間6-2-25

南区上鶴間4-28-8

南区上鶴間8-9-1

南区上鶴間6-20-11

南区上鶴間4-15-4

南区東林間4-4-7

自治会法人 東林間自治会自治会のホームページも見てね ! アクセスは検索サイ トから

で
す

宇
賀
地

謙
介
さ
ん
を
偲
ぶ

困

1秦|



回 覧

一般ごみの収集が民間委託になります

10月 1日 (火)から、新たに東林地区の一部 (東林間 1丁目～3丁目)で、一般

ごみの収集が市の直営から民間業者への委託に変わります。これにより、東林地区全

域が民間業者への委託収集になります。

◎業者名は、都市環境サービス株式会社です。

◎収集車両が委託業者の車両 (銀色)|こ変わります。

◎収集曜日 (月 0本曜日)が変わることはありません。
◎収集時間の変わるところがありますが、一般ごみは収集日の朝8時 30分までに
出してください。

◎夜間収集箇所には変更はありません。

新規委託地1或 (太枠内)

東林間1丁目、2丁 目、3丁 目

境界線付近の詳細など お間含せ |ま 麻溝台環境事業所 (042-747-1241)



翁 繹
i二―薔 参嘔LR 下水道工事の祝 日作業開始のお知らせ

西松建設株式会社

日頃から、雨水幹線整備工事への格段のご理解とご協力をいただきありがとうございます。

現在、近隣皆様のご協力のもと、工事を進めておりますが、長梅雨等の影響により、工事に遅れが

生じてきております。

近隣の皆様には、大変ご迷惑をお掛けしているところですが、工事の遅れを取り戻す為に、休工とし

ていた祝 日に作業をさせていただきたいと思います。

なお、祝 日の作業は、極力、振動・騒音を抑え、工事車両の搬入出がある場合は、今までと同様に

誘導員を配置し、安全作業に努め、早期の工事完了を目指して参ります。

近隣の皆様方には、引き続き工事中何かとご迷惑をお掛けする事になりますが、工事へのご理解と

ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

また、工事に関してお気づきの点等ございましたら、施工会社又は市担当課までご連絡をいただけ

ますよう併せてお願いいたします。

1.工事名

2.祝 日作業開始日

3.作業時間

4.施工会社

5.市担当課

公共下水道境川第28バイパス雨水幹線整備工事

2019年 9馬 15辞 幌 )へ・

(工事難問 2範2年 3月 15日 まで)

8:00～ 17:00

(※工事の進捗により、残業する場合があります。)

西松建設 (株 )

担当 :鴫原       電i話 :042-705-5238

相模原市 下水道部 下水道整備課 雨水整備班

担当 :山添、渡邊    電話 :042-704-8907

位置図
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時

所

容

日

場

内

区 長 各 位

令和元年 9月 1日

自治会法人 東林間自治会
会 長  古木  昇

第 3回 区長会のお知 らせ

まだまだ暑い日が続いておりますが、皆様におかれましてはいかがお過ごし

でしょうか。

さて、第 3回区長会および懇親会を下記により開催致しますのでご出席下さ

いますようお願い致します。

言ロ
ロL`

令和元年 10月 12日 (土)  10時 ～ 12時
東林間児童館  ホール
1.会長あいさつ
2.東林地区防災訓練について
11月 10日 (日 )8時 30分～12時
指定避難所 (小 。中学校)への避難誘導訓練他

3.直近の行事について
4。 その他

5.懇親会 (役員と区長)      *主 な予定です。

壁上塑   避難カード (区長名札)・ 腕章

区長会資料防災部(第 1回区長会 5/11)に配布

(※ 1)区長会で東林地区防災訓練 11/10(日 )の出欠確認をさせて

頂きます。区壺途鍾望塑量奎L企左は、10/5(土)までに

訓練の出欠を事務所まで連絡して下さい。

(※ 2)防災訓練時に使用する①②を各自確認しておいて下さい。

①腕章・避難カード・ヘルメット (各区長)

②防災ベスト (一時避難場所 正二則童低煮区量)

8742-8297 自治会事務所



回

令和元年 9月 1日

自治会法人 東林間自治会臣な

彦霧譲 東林間自治会館配置計画案 会長 古 木 昇

東林間自治会建設委員会

相模原市よりの要請で児童館敷地に児童館と自治会館を

建設したときの配置計画案を作成しました
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発 行 東林地区自治会連合会
(毎月1日発行、1月は15日 発行 )
内容の問い合わせは、各記事に記載の
問い合わせ先ヘ
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令青田ラモ1年9月 29日 (日 )※雨天中止(福祉バザーのみ剰勧
東林小学校・東林公民館 午前 10時から

主なtログうム紹介
′』 ■

'

|ヽ  ||| ,11 ● || |`.
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40

40

11

11

11

11

41

41

15

10

15～10:30 交通安全 。防犯・防災のパレード

30～ 11:00 開会式
OO～12:20 阿波おどり

各種パフォーマンス 【会場は下記参照】
子ども工作・あそびコーナー

体験コーナー

啓発コーナー

模擬店

白治会交流大抽選会

福祉バザー 【会場 :公民館大会議室・中会議室】

(9:30からバザー会場前にて整理券配布)

模擬店 (小銭をご用意ください)

10～15:15

00～ 15:OO

OOへ′15:00

00ヘノ15:30

00へ′15:30

30ヘノ16i00

00～14:OO

魃

1鑓
||:11111.

*翠ヶ丘白治会 (か

*(社団)

*壱粋 (

*鶴の台フ

*ち ゅう

*松南自治

*NPO法人

*

*

*

*

*

*

10ス・日本)西 他)

・あてくじ)

―ル 他)
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ン:フ  イ也)

*と り

主催/東林ふるさとまつり実行委員会  事務局雷 :042-744-5187

◆ANCO・ allay Dance
◆ジュエル新体操クラブ

◆LiL☆

◆FJどっとCOM
◆天馬太鼓

◆東海大学付属相模高等学校中等部吹奏楽部

≪東林小学校 校庭≫

‐ ●暉営.

≪東林公民館 ホール≫

◆ハーモ三カクラブひまわり

◆720女声コーラス
◆フラ東林ピカケ  晰
◆手話サークルみちの会

◆東林めだかの学校

◆相模野混声合唱団

◆相模)寅芸協会

◆たんぽぽ

◆レッドスターズ

鷲.遷
`

鑽

内容は変更になる場合があります。当日ご確認く

ださい。

*南自治会 (焼

*東林」 ル・飲料水・菓子・デーム)
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△ △

バザー品し 供のお願い
日用品・雑貨 0衣類など

ご協力いただいた品物の売り上げは、東林地区の福祉活動に役立たせていただきます。

皆様のご協力をお願いいたします。

※尚、大変恐縮ですが、以下のような品勝販売でき孝世んので、ご提供けお受けでききせた。

■|:||

るもの (食器除<)
×食品類 ×刃物類 ×
×紳士用スーツ・ジヤケット ×サイズ確認できない衣類
×動作確認ができない家電 ×大型家具 ×大型家電 など

椰 聰 R‐鵞・ レ
‐
馘 鰊‐・‐巫 不

獲
儡 蝙 颯 晰

=0・褥魃 壇薇兆 ざ駿

日  日寺:9月 25日 (水)026日 (木)027日 (金)
午前 10:OO～ 午後 4三 〇〇

受付場所 :東林公民館 2階大会議室

爾
奉
一

ご理解とご協力
をお願いします。

甕綽鶯隆軋心袂゛綽 颯薇バザー鱚鼈 ||
開催日:9月 29日 (日 )|。 午前 9:30～  衣類販売開始 (中会議室)

ヒ午前10:00～  日用品 0雑貨販売開始 (大会議室)
開催場所 :東林公民館 2階大会議室、中会議室

颯

雨天決行です。皆様のご来場をお待ちしています。

※バザー当日午前9:30から、大会

※車での来場はできません。徒歩 0自転車でのご来場をお願いいたします。

前で入場整理券を配布いたします。

颯錢盪

【間合せ】東林地区社会福祉協議会 (東林まちづ<リセンター内)
8705-3315 Fax744-5194(平 日9:00～ 17:OO)

☆☆☆  「ごみ・]鋼源集積場所」をきれいに保ちましよう ☆☆☆
日頃からお住まいの地域を美しく保つための活動を行っていただいておりますが、今一度、確認してみましょう !

ごみ 資ヽ源の回収後、集積場所のネットなどが散乱していませんか ?地域の景観を損なうだけでなく、ネットに
引っかかって思わぬ事故につながることも。今一度、ご確認を 1           相模原市自治会連合会

≪受付できなι



東林地区まちづくりを考える懇談会

～地域の未来を語ろう with 市長～
傍聴のお知らせ

目  的

日  時
場  所
実施団体

傍 聴 等

問合せ先

地域 (まちづくり会議委員、自治会長)と行政 (市)が意見交換や

情報共有をしながら、地域の特性や地域資源を生かしたまちづくりを

協働 して考える場を設け、住みよいまちづくりを推進するために開催

します。

令和元年 10月 17日 (木)午後 7時から

東林公民館多目的ホール

東林地区まちづくり会議、相模原市

傍聴者の人数 10名程度
※ 傍聴を希望される方は、当日午後 6時 50分までに公民館多目的
ホール前までお越しください。

※ 希望者が多数の際は、抽選を行う場合があります。
東林まちづくリセンター (電話 :744-5187 FAX:744-5194)

南区魅力づ<り事業

芝ぎくらラインの草測‖・苗植えをしよう r

新磯地区の相模川河川敷を彩る「芝ざくらライン」の、草刈りと苗植えを行います。作

業後は地元の方との交流会を開催します。参加された方には、南区のノベルティグッズ

を差し上げます♪当日はノジマステラの選手も参加する予定です。

○日  時 :令和元年10月 5日 (土 )午前9時～正午 (雨天の場合は翌日6日 (日 )に順延)
○会  場 :芝ざくらライン(新磯地区相模川河川敷)※駐車場あり
○募集期限 :令和元年9月 17日 (火 )まで(必着 )

○申込方法 :【個人の場合】氏名とふりがな、年齢、住所、電話番号

【団体の場合】代表者の氏名とふりがな (氏名の横に○を記載)、 年齢、住所、電話番号

と全員の氏名とふりがな、年齢

を書いて、はがきかファックス、Eメール、または直接南区役所地域振興課へ。

【はがき】〒252-0377南区相模大野 5-31-1

【FAX】 042-749-2116 【Eメール】m―chilkishinkou@citSagamihara.kana“ Wajp

※中学生以下は保護者同伴で参加をお願いします。

※作業に必要な道具は、区役所で用意します。応募者には、集合場所等を別途お知らせします。

<問い合せ>南 区 役 所 地 域 振 興 課 ■L042-749-2135



子ども文化7ェ スティバrL
日時:20,9年 9月 22日 (日)会場 :東林公民館

7ログラム

9100 受付

10100 オープニング

101 30

創造遊びコーナー

12:00～13100  お昼休み

15100 エンディング

15130 お片づけ

つマン|レ
″な

`

ぞろ

0

圭 七
レ ジ

―ぶ⊇_

,

け

*fra: lrrtl I OOFI 17

′,、く3

共催 : 東林公民館
後援 : 相模原市教育委員会お問い合わせ 74● -1350

主催 : 相模鷹おやこ劇場

,響無『碗馨撼に含う靴の選び方』講座
`7夕″1らシル′手一まで,ス生ノ00年のの r″

1ら ノ″

【日 時】令和元年10月 16日 (水 )

午前10時～12時 (受付開始 午前9時45分～)
【会 場】

【対 象】

【内 容】

【講 師】

東林公民館 1階 ホール 1

相模原市内在住の方 (親子参加を歓迎 )

講義と足の診断 (個別相談あり)

若山 和紀氏 (靴専門店「ワカヤマ」代表 )

【定 員】 20名 (申込順)

【持ち物】 筆記用具、履きなれた靴

【費 用】 無料

【申込開始】 9月 3日 (火 )～

【申込先】 相模原市南保健センター(042-701… 7708)平 日8時30分～17時
主催 :東林地区健康づくり普及員協議会

契約トラ功レなどに関する橋炎はこちら!  相模原市 消費生活総合センター
相談窓 |コ :042-776-2511(来 所での相談も可、まずはお電話<ださい )

相 談 日 :毎日 (年末年始を除<)相 談時間 :午前9時～午後4時 ※
民事訴訟管理

センターからの

ハガキは無視 !

相模原市消費生活総合センター  (相模原市中央区相模原1■ 3シティ・プラザさがみはら内)
消費生活センターでは、専門の資格を持つた相談員が商品・サービスの契約トラブルなどの消費生活に関する相談に応じ、

助言や情報提供を行つています。   ※第2・ 4金曜日:午前9時～午後6時 土日祝日:午前9時～正午、午後1時～4時

フ
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子ども実行委員募集〈館区内の小学4年生
楽しいゲーム・おいしい模擬店・恐怖のお化けやしき などなど

申込期間 9月 14日 (土)～9月 29日 (日 )
申込方法 直接窓□か電話で公民館ヘ
受付時間 9/23を除<、 9!00■亜午、1〔XЮ～1700の間

第 1回実行委員会
日時1 10月 27日 (日)_⌒ ⌒

会場 東林公民館  電箇塁 彎懲

子どもまつり

・一一一冬
一一，一一一一一総一一・

”．艤
一̈一一一一一一̈癖

以上〉

腋

警

器 機

日 時 10月 5日 (土)
10:00～

会 場 ホール 102

普段は会えない他のサークルの方と意見交換した

り、分からないことを公民館に質問できるよい機会

です。文化祭や大掃除のお知らせもあります。より

よい公民館の利用のために、た<さんの方の参加を
お待ちしています。

日

日

ロ

ロ

令和元年度 東林地区

フ ァミ リー
バ ドミ ン トン大会
日 時 9月 14日 (土)参加費無料

午前 9時～正午     轟鹸
会 場 上鶴間小学校 体育館  罐蝙愧
参加資格 ◆一般の音B       ・ は鼈:‐

中学生以上 10チーム 
・..:‐‐‐‐

1‐
:111:‐ |:11‐

‐i:‐r

◆小学生の部 6チーム
チーム編成 1チーム 3～ 5名
持ち物 体育館履き、タオル、飲み物

(ラケットは貸出用あり)

申込み 公民館窓口にある参加申込書にИ
要事項を記入して、公民館窓ロヘ

※優勝チームは、東林地区代表として 12
月の相模原市の大会に出場できます !

東林卓球講習
日 時 11月 3日 (日 )

①午前 実技実習 10:OO～ 12:OO
②午後 練習試含
13:○○～15:30(大人のみ)
東林小学校 体育館
公民館区内に在住・在勤 0在学の人

40名 (先着順)
日本卓球協会所属公認上級指導員

500円 (小学生以下無料)
体育館シューズ、ラケット、タオル等

9月 28日 (土)～ 10月 27日 (日 )
に、参加費を添えて公民館ヘ

東林卓球実行委員会

東林公民館

主 催
共 催

会 場

対 象
定 員
講 師

参加費

持ち物

申込み

―
日
Ｈ

口

‐

蛉呻
・

.。 .ヽ |

・ゝ

′

げ

ヽ

、

―



和元年度 第45回

地区体育祭
10月 20日 (日 )東林小学校

◎開会式 (9:20～ ) 雨天申

◆ 昼休み (12:○○～13:○○) ◆
鼓笛隊演奏  (とうりん鼓笛隊 0鶴の台フレンド鼓笛隊)

◎閉会式 (14:40～ )

自由参加  どなたでも参加できる種目です。当日会場へお越し<ださい。

自治会対抗 自治会対抗で得点を競う種目です。各自治会へお問い合わせ<ださい。

自治会選出 自治会での選出種目です。各自治会へお問い合わせ<ださい。

主 催 東林公民館 / 主 管 東林地区体育祭実行委員会

自 由 参 加 小学生男女 240人 、3酪小学生徒競走

一般男女各 4人  (1チーム 8人 )自治会対抗
′■)
∠.
ボール送り

リレー

自 由 参 加 60歳以上 40人 小学生 240人3 バン食い競争
自治会選出 一般男女各 5人 (1チーム 10人)4 大縄跳び

自)台会対抗
60歳以上男女各 4人 4チーム 8人 (4人×2
ら小学 3年以下でも可

組 )

同性
5 仲良しリレー

自 由 参 加 1年～3年 200人月6 子ども玉入れ
10チームまで小学 4年～6年 (1チーム 6人 )スプーンリレー 自治会選出7

自 由 参 加 幼児 200人8 宝さがし

自治会選出
小学 1～3年 3人、4年～6年 3人 (1チーム 6人 )
12チームまで9

自治会別

子どもリレー

自 由 参 加
雉写
買賣制限なし10

フラミンゴ

チャレンジ

自治会対抗 一般男女各 2人 (1チーム 4人)11 障害物競走

60歳以上 (1チーム 5人 )ゲートボール

リレー
自治会対抗12

一般男女各 5人 (1チーム 10人)10チームまで防災リレー 自治会選出13

小学 4～6年と大人各 5人 (1チーム 10人)自 由 参 加14
凸凹二人三脚

リレー

1チーム成人 16人 (うち玉出し係 2人 )

自由参加枠あり         」菫 慶譴筐

自治会選出

自 由 参 加
15 大人の玉入れ

自治会対抗 一般男女各 4人  (1チーム 8人 )
ン警晰  子117
:|:1又眩.P‐:1‐1ゞ::錮蝸16

自治会別

対抗リレー

卜
^

′
ｏ

鸞颯鑽
.

ヽ

●

憲

鰈 申込 `間
含先 東林公民館 奮744=0087

※月躍日と視国の翌日を除<t9:00～ 17:OO



東 林 ふ れ あ い セ ン タ ー で 開 催

9月 2日 (星≧型些覺重」塑憂量生壁」:重ユ_
申込方法 :直接窓□かお電話でお申込みください (受付時間 9時～ 47時 )
〒252-0311相 模原市南区東林間 1-22-1 7 TEL042-745-7660
※駐車場 |こ限りがありますので、ご来館は公共交通機関・自転亜・徒歩でお願いします =

ウォーキングで健康増進教室 (全3回 ) 親子体操教室 (全 4回 )

10時～1,時30分 毎週ホ曜日
※定員 :15人 (申込順)

正しいウォーキングの仕方や林間公園に設置されている

10月 18日 (金)～ 11月8日 (金 )

10時～ 11時 毎週金曜日
※定員 :10組 (申込順)

リズムに合わせて体操、親子で一緒にストレッチなど

全身を動かして、元気いつぱい楽しみましょう !

燿ヽ ハ
ζヽメドぎ・

10月 16日 (」に)～ 10月 3

での効果的なストレッチ方法

ひとり歩きできる

お子さまむきです

詳しくはこちら

～健康 には、毎日の崇養バラ ンスのよい食事 が大切です～

1申
込養付南繕  10月 6日 (日 )から      本目模原市食生活改善推進団体わかな会
‐申込先  わかな会東林地区 丁el 042-741-3448 澁谷まで

日にち

時 間

場 所

費 用

持ち物

対 象

定 員

11月 7日 (木 )
午前 10時～午後 1時
東林公民館 調理実習室
500円 (材料費)※ 当日ご持参ください。
エプロン・三角巾・筆記用具

一般成人

24名 (定員 |こなり次第締め切ります。)

料理講習会のお知らせ

食 生 活 を 見 直 そ う r

【主催】

驀・―ユ
~

・蒸し鶏のトマトツースが1+

・豆乳ス…■
0小松菜こえのこの和え物
・フ′L―ツ寒天

鍋鰯冒曇爾 議麒摯響Ъヌ1藤い|ッっゴ贄響ィ薦脇msc
●南区高齢者支援センター参加●  内 容 :
開催日:令和元年

'0月

:4日    「体力脳カチェック′」
体育の日 (月・祝日)「ポッチャ・吹き矢」体験

時 間:9:30～ 15:00     「電動車いす体験コーナー」
場 所:相模原ギオンスタジアム
参加費:来場無科

【お問合せ】

東林第2高齢者支援センター   担当 :中室・土川
~「

EL:042-705-8278

(平 日午前8:30～午後5,30まで)

盤二:::婢 ::11:■ ::れ ,
崎裁

":::1筆

::、

'I::4::嘉

|

響響:鶉:::1霧難
二|:L藤
=::IPヽ

繭饉鑽齢曹蜘圏髄惨籍≪鰺端
躍壕懇密・鰺寵鐘角犠1鐵ρ



認矢□症予防実践教室

みんなではR療嶺靡莉を赳絋靡′ ロリ"レ L
楽しく認知症予賄

饒楊 }令 和元年 10月 17日 (本)24日 (本)31日 (本)

11月 7日 (本)14日 (本)21日 (本 )
午後1時 30分～3時00分

※11月 14日のみ開催時間|こ変更がございます

な爾鰺 東林公民館 2階 小会議室 (相南1-10-10)
撥炒は 東林第2地区また|まその周辺地域|こあ住まいの65歳以上の方で~奉軒 全日程ご参加できる方

にょ蒻  認知症予防フアシリテーター 辻 丸 佳 代 子 先生

瘤凩鍼  日帰 り旅行時 |こ かかる交通費や食費等の実費は自己負担
宦鬱囃甕藪響謳 あ電話また |ま 直接センター |こ て事前 |こ あ申込み <ださい

定員 |こ なり次第、締め切らせていただきます

.4ヽ

ど響胸
お申込み 。お問い合わせ先

東林第 2高齢者支援センター

2:B042-705-8278
(営業時間 平日 8:30～ 17:30)
主催 :東林第2高齢者支援センター澱薔

―服どうそ
0ヽ

ゝ
「ぎヽ
｀
「
=ヽ

｀

―

『この事業は相模原市の委託を受けて実施しています』

認ケo症の方とそのこ"家族が、ホッと一息つ 1す るような温かい雰0気の
カフェです。認矢。症予防l=関 oのある方もお気軽にお立古寄りください。
おぃしぃコーヒー古いれて、お待古しマおります。

日  ]寺 :毎月第 3火曜日 14～ 16時 営業中
※時間内は出入り自由です

場  所 :東林第 2高齢者支援センター 1階 (相南 1-7-17)

対  象 :東林第 2地域 (東林間 6～ 8丁目、相南、松が枝町)|こ
お住まいの認知症の方やそのご家族や地域の方、

fヽ
リ

認知症予防 |こ関心のある方

料  金 :無 料

季節によっマイベントがあり、

専門職 l=イ0別ホ0談 もできます。

【お申し込み・お問い合わせ】

東林 第2高 歯今者支援センター

042-705-8278(平 日)
午前8時 30分～午後,時 30分



看護職復職支援技術研 |1多会

注射、採血など基礎技術の実習を通 じ、

復職に向け、必要な最低限度の看護知識

について学べます。

日 時 10月 27日 (日 )
午前 10時から午後2時 30分まで

場 所 相模原看護専門学校 (南区新磯野)
小田急線「相武台前」駅からバス

対 象 保健師・助産師・看護師・准看護師の
有資格者

定 員 20名 (申込順)※ 10月 18日 (金)
までに電話で市病院協会事務局ヘ

参加費 無料
その他 研|1多会終了後、復職相談可能。託児 。

駐車場あり、昼食付。

【間合せ・申込】

相模原市病院協会事務局

電 話 042(755)0531

開催予定日

令和元年 10月 7日 (月 )

開 催 場 所

東林まちづくリセンター

(相南 1-10-10)

受 付 時 間

午前 9時半 ～ 午後2時頃まで
状況により早仕舞いさせて頂く場合がございます。

★お問い合わせ先

相模原市シルバー人材センター

南事務所

だ鷺:042-745-2158

′ヾt爆ン練爆霧0燿費鋳奮幕鎮 ご予約、お饉合わせ
奮 042-745-21580,権棋原市シルバー人樹センター<毎月隠請しています。 >

請 l塵:体系改編しました。

請藤名 令和元簿10燿議曜 曜 日 時 間

パソ額ン入籍
⑪ 7 14 21 28 (月 ‐) 午 前

② 5 12 19 26 (■ ) 午後

ワード案購 ◎ 7 14 21 28 (月 ) 午 後

エタセル実用 ④ 4 11 18 25 (」鑓) 午 後

スタラッチ入鏑 ◎ 5 12 19 26 (■1) 午 前

申し込み縮切墨 :9月 20日
受付 月～金曜日 (視日を除<)
午舗 9時～午後 5時

会場 :穂模大野駅鐘歩 5倉
相模原市シ′ν 一ヽ人材センター

議事務所 鑢 区相模大野 8-9-6)
請藤 ・ 午前 :駆30～1 2CD
暗闇 ・ 午後 :1:30～400
・ 夜闘 :6:00～830

●2鑢爾議麗 諸麗料金 :4∝Ю霧  <諄 しくは、httS/ん鋼韓m:hara‐ COrよ)/参照して下さい。>
初めてのマウス・キーボード 参 4 (金 ) 争 欝

インターネット入躊
⑬ 18 25 (金 ) 午 前

パソーポイント入湾 ◎ 16 23 C,lζ) 午 後 ⑨ 2 9 (水 ) 午 後

ワード入筒 I

◎ 3 10 (,lζ) .午前

ワード入鶴亜

① 17 24 (』卜:〕 午 前

Φ 6 13 (日 ) 午 後 磯 20 27 (日 ) 午 後

O 8 15 {火 ) 夜 間 ⑮ 22 29 (:Ac) 夜 間

エタセル入購 I

⑫ 6 13 (腱 ) 争 欝

エク七ル入鶴菫

⑫ 20 27 (置 ) 午 欝

⑩ 8 15 (火 ) 午 後 ⑩ 22 29 (火 ) 午 後

◎ 9 16 ('嗜() 夜 聞 ○ 23 30 (,1に ) 夜 鶴

デジタルカメラ入轟 ③ 8 15 (11こ ) 午 前 デジタル写真人間 勧 22 29 (メく) 午 欝

市内 22地区の地域情報紙電子ブック閲覧サービス実施中
パソコン、タブレット、スマホでご覧|こ なれます。

h++p://wwwosoin,oroJp/kairanban
さがみはらかいらんばん

「 頂暑‐二ヽ
〆
「
)

L」VECEアスBLE

Ч De′
ι′ⅣK



東林地区社
ウ百
↑E日
+力 ≡量
|カカ百]:姥

△ △

Z=

F卜
第42回東林
ふるさとまつり

Eコ

日用品・雑貨・衣類など

ご協力いただいた品物の売り上げは、東林地区の福祉活動に役立たせていただきます。

皆様のご協力をお願いいたします。

※尚、大変恐縮ですが、以下のような品|き販売できませんので、ご提供lきお受I十できき世た。

x壁圭量__ユニニヨ ヒn埜登量巡≧ ×氏名記入のあるもの (食器除<)
×食品類 ×刃物類 ×ゴルフクラブ ×額縁
×紳士用スーツ 。ジャケット ×サイズ確認できない衣類
×動作確認ができない家電 ×大型家具 ×大型家電 など

バザー し 供のお願い

ご理解とご協力
をお願いします。

≪受付できないもの≫

犠  鞣   鷲隋
'
ノ琴 義晶甕錯寿輪ぶ 颯ヽ難

,な ‐

■■
■

日  時 :9月 25日 (水 )・ 26日 (木 )・ 27日 (金 )
午前 10:OO～ 午後4:OO

受付場所 :東林公民館 2階大会議室

隋踪鰤 雉 祓靱隧饉緻心なりや 甕薇舅不―鐵熾 ‡‡
午前 9:30～  衣類販売開始 (中会議室)
午前 10:OO～  日用品・雑貨販売開始 (大会議室)

饉

【間含せ】東林地区社会福祉協議会 (東林まちづ<リセンター内)
雪705-3315 Fa× 744-5194(平 日9:OO～ 17:○ ○)

「

~

|●

ピ

Eコ

■

許 ｀鴨医

違:| =

開催場所 :東林公民館 2階大会議室、中会議室
12:`:左 i立1量:量:窒:■i玉:艶:塁:三_≦:巡:L:≧」登_二_塾:量:垂:髪:菫:垂:至_△董:豊:望:壁:量:笙[里重1立:重:型=∠主:五≧_

雨天決行です。皆様のご来場をお待ちしています。

※車での来場はできません。徒歩。自転車でのご来場をお願いいたします。

開催日:9月 29日 (日 )



TEL 748-7562

児童館だよ‖
~~~~東林間児童館

発行責任者 柚  明 光
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8月 19日 (月 )工作、22日 (木 )手芸と2日間夏期教室を行いました。保護者の方にも参加
していただいて、暑い中、みんな最後までがんばつてすてきな作品を作りました。

◆ 工 作 (風鈴・う ち わ )(8月 19日 実施 19名参加)

19日 は、「暑さを吹き飛ばそう!!」と風鈴とうちわの工作をしました。風鈴は、プラスチック
のカップにおはじき等を貼り付け、オリジナルの短冊を作り仕上げました。うちわは、自分で
絵の具で染めた和紙を貼って作りました。

◆ 手 芸 (ドリー ム キ ャッチ ャー )(8月 22日実施 25名参加)

22日 は、枕元にかけておくと、良い夢だけが網目の真ん中をすり抜けて寝ている人の元に
届けられ、悪い夢は網目に引つ掛かり朝日とともに消えると言われているドリームキャッチャー
を作りました。



8腸

相模原南警察署

古 淵16-29-2
(代表番号 )

042-749-0110

振
り
込
め
詐
欺
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車
盗
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込
み

住
居
侵
入
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本
年
７
月
末
現
在
、
相
模
原

南
警
察
署
管
内
で
発
生
し
た
、

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
金
額
は
、

約
四
五
〇
〇
万
円

で
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
件
１
件
１
件
１
件
１
件

２
件

上できます|>

迷惑電話防止機能付電話

あること

す前に、犯人
します」

犯人は自分の声を録音されることを嫌いますので、す

です。
に対し「この通話内容

ぐに電話を切ります。

(水)から30日 (金 )の間
力を :

‐ル、検問等の鬱察

とご協力を

防ぐ大

ノくヌt
10‐ 1)

0120‐ 03‐4145 (平日8:30～ 17:15)
|.|■■  |

こんなはがきや封書に注意 :

東林間交番管内では、まだまだ「民事訴訟最終
通告書」や「総合消費料金未納分訴訟最終通告書」
等のはがきや封書が多数届けられています。
これらは、全部詐欺のはがきです。
絶対に相手方に連絡しないでください。
また、警察官等を名乗 リキャッシュカー ド等の

番号を聞く電話も多く掛かっていますが、これも
詐欺です。
不審に感 じたら、警察や家族に必ず相談してく
ださい。

ることができます。
■■1警、。

`,、

熊
:警
:::::■・ ・̈・鮪
亀
・”』一儡
珈

■|■ |‐

1111

12‐ ‐



8腸

相模原南警察署

古 淵 6-29-2

(代 表番号 )

042-749-0110

『
訴訟最終通告」と書力れた‡まがきや封書は詐欺|
相南交番で相談が増加しています。
「法務省管轄支局国民訴訟管理センター」等という
機関は実在しません。
あたかも公的機関であるかのような名称をかたった

架空請求です。

相手に絶対連絡しないでください !

少しでも不安を感じたら、警察や家族に必ず相談し
てください。

本
年
７
月
末
現
在
、
相
模
原

南
警
察
署
管
内
で
発
生
し
た
、

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
金
額
は
、

約
四
五
〇
〇
万
円

で
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
件
1

件

4 4 0２
件 件 件 件

上できます|>

できます。
迷惑電話防止機能付電話

を録音し
犯人は

きても呼出 を鳴ら に、犯人
|な どと告げてくれます。
の声を録音されることを嫌いますので、す

です。
に対し「この通話内容

ぐに電話を切ります。

開催日程

(水)から30日 (金)の間

トロール、検問等の警察

とご協力を

に防ぐ大

ンパス
-10-1)

0120‐03‐4145 (平日8:30～ 17:15)

振
り
込
め
詐
欺

自
転
車
盗

万
引
き

出
店
荒
し

置
引
き

。器
物
損
壊

・̈・誅一脳
一一一一『一鶴
鷺
．．一鵬
．

1
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会場 :鞣相模原市民会館 青゙少年相談センター ●市役所第二駐車場の一部 (市民会館裏)●産業会館
後援 :相模原市、相模原市教育委員会、相模原市自治会連合会、 (―社)相模原市観光協会、相模原商工会議所

.■_ |■   |‐   .||  .. .■ ,|‐ _|
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‐
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相模原市民会館大ホール 15:00～ 16:30
地方創生を成すために相模原市がどのようなまちの未来をデザインしていくのか、

相模原市長本村賢太郎市長とスノービーク後藤氏を招いてフォーラムを開催

いたします。地域資源を活かした地方創生に関するパネルディスカッションを

行い、持続可能なまちづくりについてみんなで学びます。
本村賢太郎
相模原市長

地氏終濤 X Sp毎

～第1口さがみはら
S脳む?ワード～

産業会館
1 13:30～

14:30

相模原市のSDGs推進企業からSDGsの 取り組み事例を集めた
コンテストを開催いたします。行政、内閣府のSDG s award受 賞

企業や青年会議所メンバー、大学教授など多角的な専門家、実務家

を審査員に迎え、事前審査の上で選ばれた10社が当日、会場で

発表していただき各賞の表彰を行います。

公益社団法人相模原青年会議所

地償装育 X Sp“
特織可能ヽお全0担い手L常マ

=I
事島粂避夫セユウー
産業会館 10:00～ 11:45
2018年にジャパンSDGsア ワー ドを筆頭に、数々の賞を受賞
された、江東区立八名川小学校の校長職を務められていた手島利夫

先生を講師として招き、講演を行います。講演内容は手島先生が

2005年から13年間努められた「持続可能な社会の担い手を育てて

(ESD)」 についてお話しいただきます。

鵞 口 9ihaac
SUSTAINABLE瘍 漑
圏
盟
餞
固
圏

Junior Chaffber Internatianat Sagamihara sagamihara jc
DEVELOPMENT

蜻罐:1覺炒靡
〒252‐ 0239神奈川県相模原市中央区中央 3‐ 12‐3(商工会館内 )
TEL:042‐753‐ 1315 www.sagamihara‐ jc com

お問い合わせ :Well Design会議 安達裕也 TEL 090‐ 5798‐7193

回 :員ヨ回

鍮
回事 :回

醐 趙
屏麒麟魏

sagamihara.jc 0`′い,0

』●
。
嬌ヽ

籠

″  0

も

守ステ十ザル

後藤健市
株式会社スノービーク取締役

株式会社スノーピーク地方創生コンサルティング

代表取締役会長兼社長

ヽ

～明るい豊かヽ 来来に6 けマ Q
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相模原への愛着を高めるために、相模原の美味しい魅力を食べて再発見する

「S-1グランプリ2019」 と、相模原の歴史や文化を学べるクイズゲーム「さがみは

ら大脱出ゲーム」を行います。S-1グランプリは100円均―の名物を010:30～
11:30012:30～ 13:30の 各時間で100食限定 (合計200食)の投票形式です。

小さいお子様でも様々なお店を楽しんで投票できます。

評
r色

警  欝‐
4ぇヽ
‐

xSDG s

S」 2019
」′L」 xSD65

[・・|■
1ち|

100円 サイズで食べ比べ
たくさんの商品を食べ比べて頂けるように各店 100円で

提供できる試食サイズでご提供いたします。

100円 で購入できうエント11´ 商品の9、反売t'下 記時間帯

のみ開催さにます。

投票券に美味しも`った店舗の名前t記入して投票00× へ。

第一回 10:30～11:30 第二回12:30～13:30

会場 相模原市民会館裏駐車場

制限鳴闘60分
7つ の 間 悪 を 解 ■・ て 脱 出 せ ょ :
このゲ´ムt'一緒 (■ 来た方ヒカt合わせてキtl]晨時間内に

謎 t解きB日 芍`して相模原市のシビい/ク プライドうンキング
最下位う`らn党し出すうゲ´ムで九

体験会 10:30～13:00
本 番 13:00(受付)～14:45(終了)

会場 相模原市民会館立体駐車場 2階

エスディージーズスタンプラリー

尿琲聰餃縣瘍覺辣鶉辣楊譴覺魏魏緻

あなたが選ぶ、相模原No」グルメ:: 相模原への誇りと愛着を取り戻せ :

さがみはら

SDGsってなんだろう ?

ゼ

さがみ1まら大作戦の会場には9カ所に合計17個のスタンプが置いております。それぞれのスタンプ

:こは意味や目的があって、全部揃えるとSDCsの 17の 闘様を楽しみながら学ぶことができます。
スタンプラ」プーを達成すると景品ももらえるので、ぜひ親子や友人と一纏に持続可能な未来につな

がる取り組み:こ参加しよう。

E□
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相模原駅

相模原駅前
応募資格

受付期間 駅入□
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横浜線

年間を通 て行つております。

18歳以上～33歳未満の者

□
日 (男 0女 )

神奈川地

|`_

タ イ

藝
拳
一・

一彗
一奪

自衛隊神奈ll:地方協力本部
橿模療地域事務所
(エスプラザlF)

NTTドコモ

国道16号線

、下記にご連絡ください !

=

刀

L1042‐75

詳
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第6回 小 日 急 相 模 原 駅 北 口 周 辺
ラリフリレオグサガ/ベフナードオグサガ

サウザンロード (パレード)

多ごレイ覺ント
嘔①霧I画整:罰繹1覇潔嚇』|‐ 1萎轟劉Ⅲ鍾懇31種

浴腱薗褻鱚醐|に適熙雉輻趨舅曇
★仮装コンテストの投票をして「くじ引き」券ゲット。

饒應鐘随1摯甲瓢l哀繁含IMM:
☆さがみん。ざまりん。えび～にゃ。ヤマトン。あいちやん。など大集合。

☆ご当地キャラとふれあおう!「じゃんけん大会、子ども綱引大会、写真撮影会」

亀臓餡木鏃べべ矮封闇&E覇楊<判蝿胴
☆フェイスペイントで「おださが♪ロードフェスタ」を盛り上げよう!

冬1閻朦1響シ圃義IR藤榎券到週1電重醸賣謬引璽闘

☆会場内の「仮装コンテスト受付」で10/6(日 )15時 までにエントリーを。

☆グランプリ、準グランプリのほか、各部門の上位得票者に豪華賞品と

賞状を進呈。

☆仮装でスタンプラリーやサウザンロードパレードなどに参加すると得点加算。

★仮装参加者用の更衣室あり。

鶴

日痛日

翻
おださがロードフエスタ鰺磋胚鱚

カ
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■主 催

おだ さが ロー ドフ ェスタ実行委員会
※httpS:′′WWW。OdaSaga‐festa.com′

■ 後 援

相模原市、座間市、大船渡市、相模台地区自治会連合会、相模台商店街連合会

座間市商店会連合会、東海相模通り商店会、(公社)相模原法人会、相模原商工会議所

座間市商工会、(公財 )相模原市民文化財回、(公財)相模原市まち 0みどり公社

■■

■■

ミ

1

☆マーチングバンド、仮装行列など。
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相模台地区シンボルマーク

相 模 台 郵 便 局

運 営 本 部
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パ ッ カ ー 車
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平甲ミに|
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歩行者天国
(市道南台 30号 )

飲食テーブル
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ヽ田 急 相 模

協 賛 者 。広 告 掲 示 板

蝙隋餃漑攣顆鰊
歩行者天国 (市道南台 30号 )

□
□
□

□□[6 匡匝匝匝□回匡匝[7118"|

1 なんくるないサ～ (沖縄料理、オリオンビール)
2 心温塾 (綿あめ、ワッフル)
トモプロ (スーバーボールすくい、ジャンボつり大会)
3 J:COM
4 魯園菜館 (唐揚げ、焼き小籠包、えびせんべい)
5 やきとり二代目 うる虎 (やきとり、つくね、ビール)
カフェのあ&のあ水族館(フランクフルト、さつま串揚げ、コーヒー)
6 浪花つ子 (タコ焼、2点盛セット〔ボテトモチ、ベーコン1)
BAR CA∨ E(フ ライドオレオ、ワッフル)
7 魚占香 (鮎塩焼き、魚唐揚げ、ホルモン焼き)
8 宋将 (ゴマ団子、唐揚げ、春巻き)
NPO法人 シンフォニー (かき氷、わたあめ)
9 ホルモンまさ (ホルモン、フランクフルト)
Kitchenト リトリ (軟骨唐揚げ、チーズドック)
10 オダピザ (ピザ)
KONOMATI―CAFE(ス パムたまごドック)
11 パブ 21世紀 (やきとり、焼きそば、たこ焼き)
12 Party's(生 ビール、ハイボール、サワー)
NIGHT MAttKET(ミ ーゴレン)
13 ヴィレッジ (ベ ビーカステラ)
14 からあげやさんのPOPAYE(からあげ、皮せんべい、フライドポテト)
ななふん食堂 (煮込みハンバーグ、たまご焼き)
15 紅高梁 (焼きそば、チヂミ、からあげ)
16 おがまる (牛タン、地鶏)
ば―ばくらぶ (玉こんにゃく、しそジュース)
17 旬鮮酒場 NOBU(ベーコンチーズつくね串、唐揚げ)
同ポエム (かき氷、焼き菓子)
18 D&C座間市役所店(ざまりんポテト、牛串、フランク)
19 NHフ レンズ(ぶよぶよボールすくい、水風船∃―ヨー釣り)

1 フェイスベイント
2 花の苗配布

小田急 OX

1 ラバーチェ (フクロウグッズ販売)
明治安田生命 (血管年齢測定 )
2あだちや (おもちゃくじ)
3音の味たまご (プリン)
ラサニ (バーベキュー、インド風焼きそば)

4相模ボンバーズ (海鮮串)
5 aYumi含同会社 (□―ストビーフ、わたがし)
6煮込みやきとリバ…ドメン(鶏のカゴ焼、つくね焼、キャラメルボップコーン)
グリーンバークジモティー 3(小豆島特産品)
7あんざい歯科 (ポップコーン)
ツキ・イチお願い !プロジエクト (フ ランクフルト)
8相模原法人会 (ソフトクリーム)
9大 10渡 (ホタテ)

駅前□―タリー
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ステージイベント出演者
米軍バンド演奏 (パシフィックブラス)、 キツズダンス (ビバ…ス、ミックス〉、フラダンス (アネラナニフラスタジオ)、 和太鼓 (龍王太鼓)、

キッズチア (リルスター)フラ・タヒチアン (リ ノラニ)、 空手演舞 (心温塾)、 アイドルグループ (桜 Z女【さくらおとめ】、The High Ro‖ er)

サウザンロードバレード出演者
東海大相模。中等部、誠心幼稚園、相模野―輪車クラブ、桜美林大学エイサー部、鶴の台フレンド鼓笛隊、東林間阿波踊り連

サウザンロード入国会場出演者
東林間阿波踊り、桜美林大学エイサー部、英太鼓

ブラスκンド・

18:00  19:0013・」r, 壌理:鬱豪 橋懲:鬱0 '■
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罐?:0011:00 籠驚:10
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ステージイベント出演者
キッズダンス (RoS・ D、 CSB、 F studic)、 米軍バンド演奏 (米軍軍楽隊)、 キッズフラダンス (レイアロハ)、
キッズバレエ (ヤマグチクラシックパレエ)フラダンス(アロハ・クウ・プア。ナーナーラー、マカナアロハフラスタジオ)、消防ラッパ隊(相模原市消防団)、

和太鼓(光明学回相模原)、アイドルグループ (桜 Z女【さくらおとめ】、The High Ro‖ er)

サウザンロードバレード出演者
清新中学校吹奏楽部、エスコーラ。ヂ・サンバ・サウーヂ、とうりん鼓笛隊、東海大相模吹奏楽部、東林間阿波踊り連

サウザンロード入国会場出演者
こども日本舞踊きりん、サイ。ダンスフィールド、ワセダチアリーディングクラブ、テデイベア…ズ

※出演団体及びプログラムは、予告なく変更する場合がございます。

サウザンロー ドの車両通行止めにご協力をお願いします。

″
tメインステージ

壺

（
【

つつ麗たD憂}つドパ記″コド

|.■■:`

促詢曖訊睡揃

フ8イスパイント21Bデ |ツキ

キッズコーナー

歩行者天国

福祉コーナー

)ノ

メインステージ

5
サつ施腱シ回当瞬セ鳴レコド

)〔

促詢匪塚睡附

2階デツキ a楽しぃくじ

フロイ1熟ベイント

キッズコーナー

歩行者天国

福祉コーナー

パレード 相模台まちづくリセンター ⇒ サウザンロード入口(14時 00分 ～16時 00分)
サウザンロード入国会場  (13時 00分 ～17時 00分)



☆応募方法

5日 (土)]]:00～ 19:00、 6日 (日 )11:00～ 15:00に エン トリー して ください。
☆受賞者の発表 と表彰式

6(日 )18:30～  メインステージで行います。
仮装 コンテス ト参加者は、発表時間にあわせてメインステージ付近でお待ち ください。

仮装コンテス トに投票すると、くじ引き券がもらえますυ

投票時間 6日 (日 )]1:00～ ]7:00に 会場内の投票箱に投函 してください。
お楽 しみ くじで賞品をグ ッ トしよ う !!(八 ズ レくじ無 し)

t務 金 御 協 力 者
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ヽ
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珠
州欄

ペ ア ナ ー ドテ ナ ン ト会  欄 相 合 建 工  た の め
卸 冨 士 土 地  腕 中 島 建 設  トモ プ ロ閉 相 模 原
医 療 法 人 社 団 さ が み 整 形 外 科  欄 ブ ル ー ワ ー
籠)コ ー ポ レイ シ ョ ン沢 田  あ ん ざ い 歯 科 医 院
お だ さが さ く ら祭 り  NPO法 人 シ ン フ ォニ

滉 王 欄

一 る

営 業 所

リレド

鶴きらばし銀行相模台支店 株)東海美術 アスカルシィ欄 句薫三うら
ちくすい産業 いタナケン ラクアル・オダサガ出店者会 東京ユーキ閉
社会福祉法人喜楽会 小田急相模原商工振興会 総合企画エクセルシオ欄
小田急相模原∪NO 城南信用金庫 欄秋森鉄筋 相模台商店街連合会

(公社)相模原法人会相模台支部 固牧山商事 同出羽工業 市川リース閉 慈誠会病院
(公社)神奈川県宅地建物取引業協会相模南支部 タイムズ 24腕神奈川支店 ふなや閉
帥ジェイコム湘南・神奈川 相模原 。大和局 欄三興土地開発 閉小田急ビルサービス
侑)湘興不動産  ドックトータルケア ベンジー 小田急電鉄蠅 サンクスモータース欄
小田急商事欄 odakyu OX相模原店 野村造園0 口芝崎葬祭社 側ユニックス
社会福祉法人たちばな福祉会 大久保博通法律事務所 鈴木共同住宅 欄岡本商会
River Hair Lounge チケット大黒屋 質 小田急相模原店 口深沢商会 同国生企画
永田屋グループ メモリアリリ ウヽス小田急相模原 タツヲ電気工事欄 ステーキ屋 ひろ
閉サガミテクノ 田中眼科医院 吉原バレエ学園 菊永建設欄

リブアップ住建鑢 同青木ブロック 相模原市農業協同組合 的ユニバァサル設計 冨田会計事務所
水車園 侑)魯園菜館 帥コンティ アニマルコミュニケーション リんりん 座間郵便局 u m bre‖ a
小田急ホテルセンチュリー相模大野 東神八ウス帥 0三 協測量設計 帥 ZAMA建 装 あさがお歯科
欄エクシオジャバン 誠心第二幼稚園 0川 □材木店

おださが□―ドフェスタは、相模原市地域活性化事業交付金と地元の企業や個人など多くの方々の協賛金やボランティアによって支えられています。

【お問い合わせ】 おださが□一ドフェスタ実行委員会  te1 080-2298-300]

仮 装 コ ン テ ス ト に 参 加 の 皆 様 ヘ
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【登坂淳…プロフィール】
1997年 NHK入局。和歌山放送局へ配属、和歌山毒物カレー事件

などを取材

2000年 大阪放送局へ異動
2003年 東京アナウンス室へ異動し、「おはよう日本」「正午のニユース」
を担当し、35歳で自髪染めを中止し話題に。

2010年 札幌放送局へ異動し、夕方ニュースを担当。
2011年 東日本大震災の際には応援として、
スタジオから中継を担当。

2014年 大阪放送局へ異動し、「かんさい熱視線」MCを担当。
2017年 6月  鹿児島放送局へ異動。
2018年 1月  NHK退社。

′暉 L
マ J フリーアナウンサ‐

¬ Eコ
E==コ スを伝える 』

■■ョ彗葬菫葬

11月 2電 日 (1ホ:)
開場14:00 1開 )寅 15:00
社のホールはしもと・ホール
(緑区橋本 3-28-1ミ ウィ橋本 7F)

入場無料
事前申込と

入場券が必要です

定 員  535名 ※定員を超えた場合は抽選となります。

申込み締切 10月 10日 (木)

●

■
■

●
―

■

●
●

●

●
〓

■応募者多数の場合は抽選とさせて頂きます。
■往復はがき1枚につき1名様のお申し込みとなります。
1名様で複数枚ご応募いただいた場合、1枚のみ抽選対象とさせて頂きます。
■往信宛名面には、申込先の宛先を、返信宛名面には返信先(ご自身)の宛先をご記入ください。
■往信裏面には、「登坂淳―講演会申込」と記入し、
1郵便番号②住所 (3)氏名④電話番号をもれなくご記入ください。

■返信裏面には、「何も記入しない」でください。
抽選結果 (当 たった場合には入場券、はずれた場合にはその旨)を記載し返信先の宛先へ

10月 20日 前後をめどに送付致します。

必ず往復はがきにてお申し込みください。3霞諄遼ダI躍短縫しません。
お申込み先

お問合せ

■主催 公益社団法人相模原法人会
■後援 相模原市/相模原市自治会連合会/相模原税務署管内納税貯蓄組合連合会/
相模原間税会/酒類業相模原懇話会/東京地方税理士会相模原支部/相模原商工
津久井商工会/相模湖商工会/藤野商工会                 ,

お
申
込
み
方
法

〒252-0236 神奈川県相模原市中央区富士見 6-13-16
公益社団法人 相模原法人会 8042-755-3027
ホームページ http://www.sagamiharahojinkal.or.jp/
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会員大会 2019実施概要

令和元年 11月 21日 (木)15:00～ 19:00

対象 会員及び一般 (交流会は会員のみ )

目的

社のホール・ホ ー ル (緑区橋本3‐ 28‐ 1ミ ウィ7F)
社のホール・多目的室 (緑区橋本3… 28… 1ミ ウィ8F)

相模原税務署管内の全法人及び一般の方を対象に、当会の活動内容
をPRす るとともに企業経営や政治経済、一般教養といったテーマで
専門家による講演会を実施 し、地域社会の健全な発展に貢献する
ことを目的とします。
また、租税教育活動の一環として、将来を担う子供たちに税を正しく

認識してもらうとともに、図画学習にも貢献するため、 7月 から
募集を実施 しています、小学 6年生を対象にした国税庁後援事業
「税に関する絵はがきコンクール」の応募作品の掲示及び優秀作品に

対しての表彰式を開催し、納税意識の高揚を目的とします。
さらに、来賓及び会員のみを対象とした交流会を開催 し、会員相互
の交流を図ることを目的とします。

至八王子

JR横浜線

R相模線

至茅 ヶ崎

こちらの面は見本通 り全員共通です。 (右側は自紙のまま ) 返信 します こちらの面にはご自身の情報をこ記入ください。

。必ず往復はがきにてお申し込みください。お電話及びFAXでのお申し込みは受付いたしません。
・応募者多数の場合は抽選とさせて頂きます。
・往復はがき1枚につき 1‐名様のお申し込みとなります。 1名様で複数枚ご応募いただいた場合、 1枚のみ抽選対象とさせて頂きます。
・往信宛名面には、申込先の宛先を、返信宛名面には返信先 (こ

｀
自身)の宛先をご記入ください。

・往信裏面には、管捩淳■請演会申込」と記入しく①郵便番号②住所③氏名④電話番号をもれなくこ`記入ください。

・返信裏面には tl「何も記入 しない」でください。抽選結果 (当たった場合には入場券、はずれた場合にはその旨)を記載し返信先の

宛先へ 10月 20日 前後をめどに送付致します。

至
町

田

至
新
宿

　

　

至
横
浜

会場交通案内

会場 :社のホールはしもと
〒252-0143相 模原市緑区橋本3-28-1

ミウィ橋本 7・ 8F

【公共交通機関】

JR横浜線 。相模線、京王相模原線「橋本駅」北口を

出て右側『ミウィ橋本』7・ 8階

※ホールご来場者用の駐車場はございません。

※市営橋本駅北口第 1・ 第2自 動車駐車場は

30分 150円でご利用いただけます。

会員のみ参加
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社のホールはしもと
ミウィ橋本7・8F

・ 申込要領および往復はがきの書き方・
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※巨 人情報の取互扱いについて|こ記入頂
いた個人情報は、公益社団法人相模原法人会事業活動に関する情報提供と参加者募集のこ案内、こ連絡に利用させて頂く以外に利用したり第二者に提供することはありません。



言忍知症予防実践教室

赳躙 令和元年 10月 17日 (本)24日 (本)31
11月 7日 (本)14 (^) 2l

鍮躙

鍮靡

鼈躙

鼈躙

日(本)

日(本)

午後1時 30分～3時00分
※11月 14日 のみ開催時間 0場所 |こ変更がございます
原則 全日程 |こ ご参加<ださい

東林公民館 2階 小会議室 (相南1-10-10)

東林第2地区またはその近隣地区 |こお住まいの65歳以上の方

認知症予防フアシリテーター 辻丸 佳代子 先生
日帰り旅行時 |こ かかる交通費や食費等は自己負担となります
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楽しく認細症予防

みんなで

参加者募集中 :

をQ靡浚はじて

_dt.、   お申込み・お問い合わせ先

,曇:E"‐色
「

東林第2高齢者支援センター

千1電
:積
静F 8042-705-8278
7     (営

業時間 平日 8:30～ 17:30)

嚢 1館 主催 :東林第2高齢者支援センター

合 6回
コ

‐

^

玲
J


